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Arturia KeyStep 37 mk2 をお買い上げいただき
ありがとうございます！

本マニュアルでは、ポリフォニック・シーケンサーやアルペジエイターを搭載し、多彩な MIDI や CV の接
続端子、そして高い演奏性を誇る新しいスリムキー鍵盤を装備した、コンパクトながらもフル装備の
USB-MIDI キーボード・コントローラーの Arturia KeyStep 37 mk2 の機能と使用法についてご紹介しま
す。

パッケージ内容は次の通りです：

• KeyStep 37 mk2 本体 (1台)：シリアルナンバーとアンロックコードが本体底部に記載されて
います。これらは、KeyStep 37 mk2 の製品登録時に必要となります。

• USB-C → USB-A ケーブル (1本)
• クイックスタートガイド

強力なシーケンサーやアルペジエイターといった機能以外にも、KeyStep 37 mk2 にはクラシックなシン
セ/キーボードのサウンドを満載したソフトウェア・インストゥルメントの Analog Lab Intro が付属され
ています。

また、フル機能のレコーディング/シーケンス・ソフトウェアの Ableton Live Lite の無償ライセンスも付
属しています。ライセンスナンバーは、お買い上げいただきました KeyStep 37 mk2 を Arturia ウェブサ
イトに登録する際にお知らせいたします。その後、インストールに必要なファイルを ableton.com/live-
lite からダウンロードできます。

できるだけ早めに KeyStep 37 mk2 の製品登録をお願いいたします！ 本機の製品登録をされますと、次
のようなメリットがあります：

• Arturia Analog Lab Intro を入手できます。
• Ableton Live Lite のライセンスキーを入手でき、そのキーでインストールに必要なファイル

を ableton.com/live-lite からダウンロードできます。



使用上のご注意

仕様変更について：

本マニュアルに記載の各種情報は、本マニュアル制作の時点では正確なものですが、改良等のため仕様を
予告なく変更することがあります。

重要：

本機とそのソフトウェアは、アンプやヘッドフォン、スピーカーで使用された際に、聴覚障害を起こすほ
どの大音量に設定できる場合があります。そのような大音量や不快に感じられるほどの音量で本機を長時
間使用しないでください。

難聴などの聴力低下や耳鳴りなどが生じた場合は、直ちに医師の診断を受けてください。

注意：

知識の不足による誤った操作から発生する問題に対してのサポートは保証の対象外となり、料金が発生し
ます。まずこのマニュアルを熟読し、販売店とご相談の上、サポートを依頼されることをお勧めします。

注意事項としては以下のものを含みますが、これらに限定されるものではありません：

1. 取扱説明書をよく読んで、理解してください。
2. 本機に表示されている指示に従ってください。
3. 本機のお手入れの際は、まず電源や USB 等すべてのケーブルを外してください。また、清掃

の際は、乾いた柔らかい布を使用してください。ガソリン、アルコール、アセトン、テレビ
ン油その他有機溶剤は使用しないでください。液体クリーナー、スプレー洗剤、濡れ布巾な
ども使用しないでください。

4. 本機を浴室やキッチンシンク、水泳プールまたはそれら準じた水の近くや多湿な場所で使用
しないでください。

5. 本機を落下の危険性がある不安定な場所に設置しないでください。
6. 本機の上に重量物を置かないでください。また、本機の開口部や通気孔等を塞がないでくだ

さい。これらは、過熱から本機を守るための空気の循環用のものです。また、本機を発熱体
の近くや、風通しの悪い場所に設置しないでください。

7. 本機を開けたり異物を入れないでください。火災や感電の原因になることがあります。
8. いかなる液体も本機にこぼさないでください。
9. 修理の際は正規サービスセンターにご依頼ください。お客様ご自身で蓋やカバーを開けると

保証の対象外となり、正規の手順に依らない組み立てを行うと感電や別の故障の原因になる
場合があります。

10. 雷の発生時には本機を使用しないでください。距離が離れていても感電の恐れがあります。
11. 本機を直射日光に当てないでください。
12. ガス漏れが発生している場所付近で本機を使用しないでください。
13. Arturia は本製品の不適当な使用方法に起因する故障、破損、データ損失に責任を負いませ

ん。



はじめに
Arturia KeyStep 37 mk2 をお買い上げいただき、誠にありがとうございます！

このユニークなキーボード・コントローラーには、どこで音楽制作をしようともそれに必要なすべてが揃
っています。スリムキー鍵盤により全体のサイズをコンパクトにでき、この優れたタッチのキーボードは
標準的なピアノ鍵盤より小さいながらも、最大限の演奏性を確保できる十分なサイズです。しかしこれは
おもちゃではありません。Arturia の全製品と同様、頑丈な造りとなっています。

このキーボード・コントローラーは、アフタータッチやピッチベンドとモジュレーションのタッチストリ
ップ、ペダル端子やホールドボタンなど、必要な機能をすべて装備しています。

音楽的アイディアを取り込めるポリフォニック・シーケンサー、そしてそれを解き放つアルペジエイター
を内蔵しています。これらが演奏するフレーズ等に「ひねり」を加えられるスパイスとゲートパラメータ
ーがあり、これらの機能もフロントパネルから簡単に使用できます。さらに、あなたも音楽の達人になれ
るコードメモリーやスケール機能も内蔵しています。

KeyStep 37 mk2 は、USB、MIDI、CV/Gate、そしてさまざまな同期機能により、使い方やセッティング
の可能性はまさに無限大です。CV/Gate アウト端子には、Mod (モジュレーション) CV を出力する端子を2
つ追加しました。これにより、モジュラーシンセなどの外部機器をさらにクリエイティブにコントロール
することができます。これらの各種コントロールを行うための設定は KeyStep 37 mk2 本体上で行えます
ので、外部ソフトウェアは不要です。

KeyStep 37 mk2 は非常に使いやすく設計されていますので、手にしたその日からすぐに色々な実験を始
められるかと思います。ですが、本マニュアルは基本的な事項をはじめ、この小さいながらも強力なコン
トローラーをお使いの機材セットに組み込むさまざまな方法もご紹介していますので、本マニュアル全体
をぜひご一読ください。そうすることで、KeyStep 37 mk2 が音楽的インスピレーションやクリエイティ
ビティの強力な発信源であることにお気づきになるかと思います。

また、Arturia ウェブサイト (www.arturia.com) をぜひご活用ください。KeyStep 37 mk2 の最新ファー
ムウェアや MIDI Control Center のダウンロードもここから行うことができ、チュートリアルや FAQ (よく
ある質問) へのリンクもあります。

それでは、KeyStep 37 mk2 との対話をお楽しみください。きっと素晴らしい音楽がたくさんできるかと
思おいます！

The Arturia team

http://www.arturia.com/
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1. オーバービュー

ポータブルでプロフェッショナルな創造性の世界へようこそ。コンパクトながらも、このコントローラー
には豊富な機能が内蔵されていますので、その概要からご紹介します。

KeyStep 37 mk2 は可能な限りわかりやすく、使いやすく設計されています。ここでは、その主な機能を
簡単に見ていきましょう。

1.1. フロントパネルの概要

1. シーケンサー、アルペジエイター、ミューテート、コードセクション
2. テンポ、トランスポートセクション
3. ディスプレイ、エディットセクション
4. ボタン、ノブセクション
5. シフトボタンとホールド機能
6. オクターブダウン/アップセクション
7. ピッチとモジュレーションのタッチストリップ
8. シーケンサーのバンクとアルペジエイターのオクターブ選択
9. シーケンサーのパターンとアルペジオのモード選択

10. Rate (スピード) 設定
11. シーケンサー・エディットセクション
12. スケール設定
13. スリムキー鍵盤 (ベロシティ、アフタータッチ対応)

5 Arturia - ユーザーズ・マニュアル KeyStep 37 mk2 - オーバービュー



1.1.1. シーケンサー、アルペジエイター、ミューテート、コードセクション

KeyStep 37 mk2 のフロントパネル左上隅には、8ボイスのポリフォニック・シーケンサー、アルペジエイ
ター、ミューテーター、コード機能に入るためのボタンがあります。

シーケンサーでは、16種類のシーケンサーパターンを4バンク、合計64種類のシーケンサーパターンを作
成できます。各パターンは最長64ステップで、1つのステップに最大8ボイスまでの和音を入力できま
す。

アルペジエイターは、キーボードで押さえた和音をモード設定に応じてアルペジオ (分散和音) を生成しま
す。

ミューテーターは、シーケンスパターンやアルペジオにランダムな変化を加える機能です。

Chord ボタンを押すと、プリロードされたコードの選択や、オリジナルのコードを入力することがで
き、それをワンフィンガーで演奏することができます。コードは、Chord ボタンを押しながらキーボード
でその構成音を押さえるだけで簡単に入力できます。

Shift を押しながら上記の4つのボタンを押すと、押したボタンに応じて、シーケンスの保存、アルペジ
オをシーケンスに変換、ミューテーターによるシーケンスの変化をリセット、キーボードを特定のスケー
ル (音階) にロックするといった機能を使用できます。

シーケンサー、アルペジエイター、ミューテーター、コードには、それぞれユニークな機能が豊富に内蔵
されていますので、それぞれのチャプター (シーケンサー [p.21]、アルペジエイター [p.42]、コードモー
ド [p.54]) をぜひお読みください。
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1.1.2. スケール

スケール機能は、楽曲のキーや調に合った音程にクオンタイズ (スリムダウン化) する機能です。動作と
しては、選択したスケール (音階) で使用しない音を弾いても、そのスケールで使用する音にリダイレクト
するといったシンプルなものです。これにより、キーボードのどこを弾いてもスケールに合った演奏がで
きます。

Shift を押しながら Chord/Scale ボタンを押すと、スケールモードの詳細機能に入ります。

 ♪ スケールモードに入ると、キーボードの上に並んだ LED でスケール機能の動作を表示します。弾いた音程が選
択したスケールに入っている音の場合、LED が白く点灯し、それ以外の音、つまりスケールに合った音程にリダイレ
クトされた音を弾いたときはグリーンに点灯します。

1.1.2.1. グローバルスケール

KeyStep 37 mk2 全体に適用されるスケール (グローバルスケール：Global Scale) をここで設定します。
ここで選択したスケールは、キーボードやすべてのシーケンサーパターン、アルペジエイターに適用され
ます。

選択肢の先頭は Off で、この場合キーボードは通常動作、つまりクロマティックモードで動作します。鍵
盤のどこを弾いてもその音程で発音します。Off を選択した場合、Chord/Scale ボタンは消灯します。そ
の他のスケールを選択した場合は、Chord/Scale ボタンがブルーに点灯します。

選択できるスケールは以下の通りです：

• Major：メジャースケール
• Minor：ナチュラルマイナースケール
• Dorian：ドリアンモード
• Phrygian：フリジアンモード
• Lydian：リディアンモード
• Mixolydianミクソリディアンモード
• Locrian：ロクリアンモード
• Harmonic Minor：ハーモニックマイナースケール
• Blues：ブルーズスケール (6音)
• Pentatonic Major：ペンタトニックスケール (メジャーの5音)
• Pentatonic Minor：ペンタトニックスケール (マイナーの5音)
• Japanese：日本音階 (ペンタトニックスケールの別種)
• Gypsy：ジプシー音階の1つ
• Arabic：アラビック音階 (ダブルハーモニックマイナースケール)
• Freygish：フレイギッシュ音階 (別名：フリジアンドミナントスケール)
• User：オリジナルのスケールを作成できます (後述)

7 Arturia - ユーザーズ・マニュアル KeyStep 37 mk2 - オーバービュー



♪ ユーザースケールはシーケンサーパターンモードでのみ使用できます。

スケールを選択していない場合、KeyStep 37 mk2 はデフォルトのクロマティックモードで動作し、一般
的な西洋の鍵盤楽器と同様に機能します。

 ♪ スケールを選択した場合、その効果はキーボードでの演奏だけでなく、シーケンサーやアルペジエイターでの演
奏にも適用されます。

1.1.2.2. スケール選択へのショートカット

Shift を押しながらキーボードの最高音から4つのキーのいずれかを押すことで、スケールを素早く選択す
ることができます。また、Shift を押しながらキーボードの一番高い G# (Ab) を押すとスケールモードを解
除できます。

1.1.2.3. グローバルルート

KeyStep 37 mk2 全体に適用されるスケールのルート音 (グローバルルート：GLobal Root) をここで設定
します。ここでの設定はキーボードのほか、すべてのシーケンサーパターン、アルペジエイターに適用さ
れます。

スケールを使用する場合、その楽曲のキー (C、D、F# など) をグローバルルートとして設定して初めて効
果を発揮します。

例：キーが E のブルーズに合ったスケールを使用したい場合、スケールで Blues を選択し、Global Root
を E に設定します。

1.1.2.4. パターンスケール

グローバルスケールは KeyStep 37 mk2 全体に適用されますが、シーケンサーのパターンごとに別々のス
ケールを設定したい場合もあるかと思います。そのためにあるのが、パターンスケール (Pattern Scale)
です。

パターンごとのスケールを設定する場合は、パターンを選択し、ここでスケールを選択します。
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1.1.2.5. ユーザースケールを作成する

パターンスケールのリストの最後には User があります。ここでオリジナルのスケールを作成できます。

ディスプレイに User (Keys to edit) と表示されている状態でキーボードを弾くと、その音がユーザース
ケールに含まれます。このとき、ディスプレイにはスケールに含めた音は白く、含めなかった音は黒く表
示されます。

1.1.2.6. ルート (パターンルート)

グローバルルートは KeyStep 37 mk2 全体に適用されますが、シーケンサーパターンごとにスケールのル
ート音 (Root) を設定できます。

パターンごとのルート音を設定するには、まずパターンを選択します。そしてそのパターンのルート音を
ここで設定します。

1.1.3. テンポ、トランスポートセクション

このセクションでは、テンポやシーケンスの長さ (ステップ数) の設定と、トランスポート機能 (録音、再
生など) を使用できます。

テンポボタン (メトロノームのイラスト) でシーケンスとアルペジオの全体的なテンポを設定します。シー
ケンスをリアルタイムで録音する場合は、プリカウント (録音を開始する前のカウント) がディスプレイに
表示されます。

レコードボタンを押すとステップレコーディングまたはリアルタイムレコーディングに入ります。Shift
を押しながらこのボタンを押すと、オーバーダブモードのオン/オフを切り替えることができます。

シーケンスやアルペジオを停止したいときは、ストップボタンを押します。

プレイボタンを押すと、シーケンスやアルペジオを再生したり、一時停止したりします。

Shift を押しながら上記4つのボタンのいずれかを押すと、シーケンスの長さやオーバーダブ機能、MIDI
チャンネルの設定、シーケンスのチェインなどの機能が使用できます。

詳しくは、チャプター6「Synchronization [p.63] (同期)」 をご覧ください。
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1.1.4. ディスプレイ、エディットセクション

ディスプレイには、選択したシーケンサーのパターンやアルペジオのモードのほか、ピッチベンドやモジ
ュレーションの値、エディットしたパラメーターの値などが表示されます。

エンコーダーを押すとグローバル設定 (Global Settings) に入り、MIDI や同期 (Sync)、CV/Gate、LFO、コ
ントロール (Control)、スケール (Scale)、その他本機の全体的な設定が行えます。

Back ボタンを押すと、メニューを1段階前に戻ります。メニューの最上層へ戻るときはこのボタンを数
回押す必要がある場合もあります。

1.1.5. グローバル設定

ディスプレイの右側にあるエンコーダーノブを押すと、KeyStep 37 mk2 のグローバル設定 (Global
Settings) に入ります。

1.1.5.1. MIDI Settings

グローバル設定の最初のメニューは MIDI です。エンコーダーをもう一度押すと MIDI 設定 (MIDI Settings)
に入ります。

• Output CHannel：MIDI アウトのチャンネルを 1–16 から選択します。
• Input Channel：MIDI インのチャンネルを 1–16、または All から選択します。
• Keyboard Play Channel：Auto を選択するとキーボードとシーケンサーのアウトが同じ

MIDI チャンネルに設定されます。1–16 のいずれかを選択するとキーボードでの演奏は選択
した MIDI チャンネルで送信され、シーケンサーの演奏は通常のアウトチャンネルで送信さ
れます。

• Send Program Change：シーケンサーのパターンには、プログラムチェンジ・コマンドを
入れることができます。ここでは、プログラムチェンジの有効/無効を切り替えます。

• MIDI Thru：MIDI スルーのオン/オフを切り替えます。詳細は後述します。
• ModWheel CC：モジュレーション・ストリップから送信する MIDI CC (コントロールチェン

ジ) のナンバーを設定します。
• Knob 1–4 CC：フロントパネル右側にある4つのノブから送信する MIDI CC ナンバーを設定

します。デフォルトではノブの左から順に CC16、CC17、CC18、CC19 に設定されていま
す。
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1.1.5.2. MIDI スルー設定

複数の MIDI 機器をデイジーチェイン式 (数珠つなぎ) に接続する場合、MIDI スルー機能を使用すると便利
です。

• MIDI Thru が Off の場合、MIDI と CV のアウトからは KeyStep 37 mk2 で生成したデータ (演
奏情報やクロック情報) のみが送信/出力されます。

• MIDI Thru が On の場合、MIDI インから受信した MIDI データも MIDI アウトにそのまま転送
されます。このとき、KeyStep 37 mk2 で生成したデータもマージ (ミックス) されて MIDI と
CV アウトから送信/出力されます。

どちらの場合も、受信する MIDI データはクロック同期に使用され、KeyStep 37 mk2 の MIDI インのチャ
ンネルで受信した MIDI データは、シーケンサーやアルペジエイターなどへの入力として使用され、MIDI
や CV アウトには転送されません。

1.1.5.3. Sync Settings

次のメニューは同期関連の設定をする Sync です。KeyStep 37 mk2 を同期のマスターやスレーブとして
使用するなどの設定ができます。同期関連の機能につきましては、専用のチャプターを設けましたのでこ
ちら [p.63]をご覧ください。

1.1.6. CV Pitch, Gate, and Mod

リアパネルの CV Pitch、Gate、Mod アウト [p.58]に関する設定を行います。こちらも、専用のチャプタ
ーを設けましたので併せてご覧ください。

1.1.7. Controls

コントロール (Control) メニューでは、キーボードとペダルの設定を行います。

1.1.7.1. Velocity Curve

演奏スタイルに合わせてベロシティのレスポンス (感度) を設定できます。Controls から最初のメニュー
が Velocity Curve です。ここでは、ベロシティのカーブを Linear (直線)、Logarithmic (ログカーブ)、
Exponential (エクスポネンシャル)、または Fixed Velocity (固定ベロシティ：値を100に固定) から選択で
きます。エンコーダーを回してオプションを選び、エンコーダーを押すと選択が確定します。Back ボタ
ンを2回押すとエディットモードが解除されます。

1.1.7.2. Aftertouch Curve

ベロシティと同様、アフタータッチのカーブも設定できます。こちらも Linear、Logarithmic、または
Exponential から選択できます。
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1.1.7.3. Aftertouch Sensitivity

アフタータッチの全体的な感度を Low、Medium、High から選択できます。好みや演奏スタイルに合わ
せて選択してください。

1.1.7.4. Pedal Input

リアパネルのペダル端子には、サステインペダルのようなアンラッチ (モーメンタリー) タイプのフットス
イッチ、またはエクスプレッションペダルのようなコンティニュアスペダルを接続できます。このメニュ
ーでは、使用するペダルのタイプを選択します。

1.1.7.5. Sustain Polarity

モーメンタリータイプのフットスイッチをサステインペダルとして使用する場合は、リアパネルの
Sustain 端子に接続します。フットスイッチの動作が期待と逆になってしまっている場合は、KeyStep 37
mk2 の電源を一旦切り、フットスイッチをもう一度接続し直してください。これで KeyStep 37 mk2 がフ
ットスイッチの極性を検知して正しく動作するようになります。

それでも動作が正しくならないときは、このメニューからフットスイッチの極性を Normal、Inverted、
または AutoDetect から選択できます。

1.1.7.6. Calibrate Pedal

エクスプレッションペダルを使用する場合は、ペダルの最小値、最大値を設定する (キャリブレーション
する) ことで思い通りのコントロールができるようになります。最小値を設定するときは、まず Set
Minimum を押し、最小値にしたい位置にペダルを操作します。次に Yes を選択してエンコーダーを押し
ます。これで最小値が保存されます。

同様の手順で最大値も設定してください。

1.1.8. Miscellaneous

最後のメニューには、その他の一般的なユーティリティ設定が入っています。

1.1.8.1. LED Intensity

KeyStep 37 mk2 の LED の明るさを調整できます。設定は Dim から始まり、Normal、最後に Night があ
ります。
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1.1.8.2. Tooltips

KeyStep 37 mk2 を使い始めてからしばらくの間は、ツールチップが非常に便利です。ツールチップによ
るアシストが不要になりましたら、このメニューにオフにできます。

1.1.8.3. Firmware Version

KeyStep 37 mk2 のファームウェアのバージョン番号は、このメニューで確認できます。ファームウェア
のアップデートは、MIDI Control Center アプリケーションで行えます。詳しくは、チャプター7「MIDI
Control Center [p.66]」をご覧ください。

1.1.8.4. Reset Settings

KeyStep 37 mk2 を工場出荷時の状態に戻したい場合に、このメニューを使用します。エンコーダーを押
し、ディスプレイに Misc が表示されるまでエンコーダーを回します。Misc が表示されましたらエンコー
ダーを押し、Reset Settings が表示されるまでエンコーダーを回します。

エンコーダーを押すとこのメニューに入り、Yes (工場出荷時の状態に戻す) または No (戻さない) を選択
します。Yes を選択するとすべてのグローバル設定がリセットされます。

♪ このリセットでは、シーケンサーのパターンは消去されません。パターンをリセットするには、Sequencer ボタ
ンを長押しして Sequencer Settings を開き、エンコーダーを右へ回して「All Patterns Init」を選択します。
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1.1.9. ボタンとノブでクイックアクセス

フロントパネルの右側にある4つのノブ (厳密にはエンコーダーですが) は、KeyStep 37 mk2 本体や接続
した外部機器を素早くコントロールするのに便利です。これにより、メニューに深く潜り込むことなくパ
ラメーターへダイレクトにアクセスでき、パフォーマンス的なアクションに非常に便利です！

1.1.9.1. Knobs 1–4 から MIDI CC を送信する

MIDI CC ボタンが白く点灯しているときは、4つのノブから MIDI CC (コントロールチェンジ) を MIDI/USB
アウトを経由して送信します。使いやすさを考慮して、ノブには4つのバンクが用意されており、各バン
クでの MIDI CC ナンバーのデフォルト設定は次のようになっています：

• Bank A：CC16、CC17、CC18、CC19
• Bank B：CC74、CC71、CC76、CC77
• Bank C：CC73、CC75、CC97、CC72
• Bank D：CC80、CC81、CC82、CC83

MIDI CC ボタンを押すとバンクが切り替わります。ボタンを押すごとにバンクが1つ進み、隣り合ってい
ないバンク (例えばバンク A から C) へ移動したいときは、ボタンを複数回押します。バンクを移動する
とそのバンク名がディスプレイに表示されます。

 ♪ Bank A のデフォルトの CC ナンバーは、Analog Lab のリバーブの音量、マスターボリューム、エフェクト B の
ドライ/ウェット、ディレイの音量に対応しています。Bank B のデフォルト CC ナンバーは、同じく Analog Lab のマ
クロの Brightness、Timbre、Time、Movement に対応しています。このようにデフォルト設定は、Analog Lab を使
用するときに便利になるように設定されていますが、用途に応じて別の CC ナンバーに変更できます。

1.1.9.2. ノブ 1–4 の MIDI CC ナンバーを変更する

MIDI CC ナンバーを変更するには、まず MIDI CC ボタンを短く押します。ナンバーを変更したいノブのバ
ンクによっては、MIDI CC ボタンを数回押す必要がある場合もあります。変更したいノブのバンクを選択
しましたら、MIDI CC ボタンを長押ししてそのバンクの設定の変更モードに入ります。

エンコーダーを回して CC ナンバーを変更したいノブを、例えば「Knob 3」というように表示させます。
次にエンコーダーを押してから、エンコーダーを回して、希望の MIDI CC ナンバーにします。エンコーダ
ーを押すと選択が確定します。変更せずに戻りたいときは Back ボタンを押します。

♪ エンコーダーを押してから MIDI 設定へ行き、CC Bank A–D までスクロールして変更することもできます。
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1.1.9.3. KeyStep 37 mk2 をコントロールする上でのノブ 1–4 の機能

KeyStep 37 mk2 が入っているモードによって、4つのノブの機能は変わります。以下は、その概要です：

• シーケンサーモードの場合、4つのノブはラチェット (Ratchet)、タイムディビジョン (Time
Division)、ランダム (Randomization) をコントロールします。

• アルペジエイターモードの場合、4つのノブはアルペジオのタイプ (Arpeggio Type)、タイム
ディビジョン (Time Division)、オクターブレンジ (Octave Range)、アルペジオの長さ
(Arpeggio Length) をコントロールします。

• Mutate ボタンを押した後では、4つのノブは確率 (Probability)、ランダムの深さ
(Randomness)、発音数 (Polyphony)、密度 (Density) をコントロールし、ミューテーターの
動作が変化します。

• コードモードでは、4つのノブはコードのタイプ、コードの発音数 (Spread)、ストラミング
(Strumming)、コードのボイシング (Voicing) をコントロールします。

• レコードモードでは、4つのノブは音の高さ (Note Value)、ベロシティ (Velocity)、音の長さ
(Note Length)、シフト (Shift) をコントロールします。

Control ボタンの点灯色は、モードごとに決まっていますので、シーケンサーモードのときはオレンジ、
アルペジエイターモードのときはグリーンというように色を分けて点灯します。

上記の5つのモードに入っている場合でも、MIDI CC ボタンを押すとノブから MIDI CC を送信でき、ライ
ブで非常に便利です。Control ボタンを押すと元のモードに戻ります。

♪ Control ボタンが白く点灯しているときは、4つのノブは動作しません。

1.1.9.4. ノブ 1–4 で CV をコントロールする

KeyStep 37 mk2 の4つのノブは、CV アウトからさまざまな信号を出力させたいときも非常に便利です。
このときに出力する CV Mod 機能は、Shift を押しながら CV Mod 1 または CV Mod 2 を押すと変更でき
ます。

CV アウトから出力する信号の設定など詳細につきましては、チャプター5「CV, Gate, and Mod Functions
[p.58]」をご覧ください。
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1.1.10. Shift ボタン

Shift ボタンを押すことで KeyStep 37 mk2 のさまざまな機能にアクセスできます。最も一般的な使用法
としては、フロントパネルのボタン類の下などに青字で表示されている機能を使用する場合があります。

例：アルペジオモードをオンにします。Shift を押しながらキーボードでアルペジオモード3 (Arpeggio
Mode 3) を選択します。キーボードでコードを押さえるとアップ/ダウンのパターンでアルペジオ演奏が
できます。あるいは、Shift を押しながらストップボタンを押すと、エンコーダーで MIDI チャンネルを選
択できます。

1.1.10.1. Shift ボタン押下時のアシスト表示

Shift ボタンを押すと、キーボードの上に並んでいる LED が点灯して KeyStep 37 mk2 がどういう状態に
なっているかを表示します。

• 通常時は、Shift を押すとスケールモードのオン/オフを表示し、オンの場合はメジャー、マ
イナー、ブルーズ、またはユーザースケールを選択しているかどうかを表示します。

• シーケンサーモードでは、シーケンサーのバンクとパターンをオレンジ色に点灯して表示し
ます。

• アルペジエイターモードでは、Shift を押すとそのときに選択しているアルペジオのオクター
ブとモードを表示します。

• コードモードに入っているときは、キーボードを弾くとコードの構成音を LED で表示しま
す。
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1.1.11. Hold ボタン

Hold ボタンが点灯している場合、キーボードから手を放してもシーケンサーのパターンやアルペジオが
演奏を続けます。次にキーボードで別の音やコードを押さえて新たなパターンやアルペジオに移行するま
で、元のパターンやアルペジオを演奏し続けます。

アルペジエイターでは、最低でも1つのキーを押さえている状態の場合、最大64音までアルペジオに加え
ることができます。アルペジオ演奏が展開するオクターブの幅は、Octave –/+ ボタンで設定できます。ア
ルペジオの演奏中に音を追加した場合、そのときのタイムディビジョンに最も近いタイミングで追加され
ます。

このことは、音数の多いアルペジオでも有効です。すべてのキーから手を放しても、アルペジオの演奏は
次に別の音やコードを抑えるまでそのまま続きます。

1.1.12. Octave –/+

Oct – または Oct + ボタンを押すと、キーボードの音域を最大3オクターブの範囲で移動できます。移動し
ている幅が大きいほど、ボタンが明るく点灯します。

オクターブボタンのいずれかを押すと、その次に弾いた音からその効果が適用されます。

オクターブのトランスポーズを解除するには、両方のオクターブボタンを同時に押します。
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1.1.13. ピッチとモジュレーションのタッチストリップ

ピッチとモジュレーションのタッチストリップの基本動作は、多くのシンセサイザーに装備されているホ
イールやスティックと同じですが、ホイールやスティックを動かすのではなく、ストリップ上で指をスラ
イドさせるという操作方法です。

1.1.13.1. ピッチストリップ

ピッチストリップの中間部分には、ピッチが変化しないゾーンがあります。そこから指を上 (奥側) にスラ
イドするとピッチが上がり、下 (手前側) にスライドすると下がります。

ピッチストリップから指を放すと、一般的なピッチホイールと同様、ピッチが元に戻ります。

1.1.13.2. モジュレーションストリップ

モジュレーションストリップは、一般的なモジュレーションホイールと同様、最小値から最大値まで変化
します。ストリップの最下部 (手前側の端) にタッチしたときは、モジュレーションがかからず、最上部に
指をスライドしていくとモジュレーションが最大値まで変化します。

ピッチストリップとの違いは、モジュレーションストリップは指を放してもゼロの位置に戻らず、指を放
した位置を維持します。モジュレーションがかかっていない状態にするには、ストリップの最小値にタッ
チします。

1.1.13.3. Gate

Shift ボタンを押しながらピッチストリップを上下にスライドすると、シーケンスやアルペジオのゲート
の長さ (音の長さ) が変化します。
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1.1.13.4. Spice

Shift ボタンを押しながらモジュレーションストリップを上下にスライドすると、シーケンスやアルペジ
オにランダムな変化が加わります。ストリップの上をタッチするほど変化が大きくなります。

スパイス機能では、ゲートの長さとラチェット (連打) にランダム性が加わります。

 ♪ キーボードでの演奏でスパイス機能を使用するときは、Shift ボタンから手を放してください。押したままの場
合、意図せずアルペジエイターモードに入ってしまうことがあります。

1.1.14. KeyStep 37 mk2 のキーボード

KeyStep 37 mk2 は、ベロシティとアフタータッチ (プレッシャー) 対応のスリムキー鍵盤を装備していま
す。通常の鍵盤演奏のほか、Shift ボタンとの併用でさまざまな操作が行えます。

キーボードのすぐ上には、キー1つずつに LED が1つずつあり、同じ列の両端には左向きと右向きの矢印
型の LED もあります。

キーボードを弾いたり、シーケンサーやアルペジエイターで演奏すると、その音程に対応する LED が点
灯します。演奏した音が3オクターブのキーボードの範囲外だったときは、左向きまたは右向きの矢印型
の LED も点灯します。

 ♪ スケールモードでは、キーボードの上の LED はスケールモードの動作状況を表示します。キーボードを弾く
と、その音が選択していたスケールの構成音だった場合、弾いた音に対応する LED が白く点灯し、スケールの構成音
以外の音を弾いたとき (スケール機能で音程を修正した) 場合は、その音に対応する LED がグリーンに点灯します。

19 Arturia - ユーザーズ・マニュアル KeyStep 37 mk2 - オーバービュー



1.1.15. キーボードからアクセスする各種機能

Shift ボタンを押しながら、キーボードの上に表示されている青字の機能のキーを押すと、その機能にア
クセスできます。シーケンサーのバンクやプリセット、アルペジオのモードやオクターブレンジ、クロッ
クレートの選択や、シーケンサーの詳細機能にもアクセスできます。

1.1.15.1. キーボードの MIDI チャンネル選択

外部 MIDI 機器を使用する場合、KeyStep 37 mk2 の MIDI チャンネルをその機器のチャンネルに合わせる
必要がある場合があります。エンコーダーを押し、MIDI が表示されるまで回します。表示されましたら
エンコーダーを押し、Output Channel または Input Channel が表示されるまで回します。表示されま
したらエンコーダーを押してそのメニューに入り、設定値を選択してエンコーダーを押して選択を確定
し、Back ボタンを押してエディットモードを終了します。

 ♪ 上記の MIDI 設定で、Keyboard Play Channel (キーボード演奏の MIDI チャンネル) の設定や、Program
Change (プログラムチェンジ) のオン/オフ切り替えも行えます。

1.2. リアパネルの概要

1.2.1. CV Outputs

このセクションの各端子からは、アナログシンセサイザー (Arturia MiniBrute/SE、MicroBrute/SE、
MatrixBrute など) や、アナログのモジュラー・シンセサイザーをコントロールするための電気信号を出
力します。

Pitch 端子は通常、コントロール電圧 (CV) と言われる信号を出力します。Gate 端子はトリガーとも言わ
れる信号を出力します。2つの Mod 端子 (Mod 1、Mod 2) は、接続した機器のさまざまなパラメーターを
コントロールするためのもう1つの (ピッチとは別の) CV を出力します。

ピッチ CV と基準ピッチ、ゲートやトリガー、モジュレーターのソース電圧などにはさまざまな規格があ
ります。KeyStep 37 mk2 では、それらの各規格すべてに対応しており、グローバル設定 (Global
Settings) の CV/Gate メニューで設定できます。

詳しくは、チャプター5「CV, Gate, and Mod Functions [p.58]」をご覧ください。
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1.2.2. ペダル端子 (Sustain)

この端子にはフットスイッチまたはコンティニュアスペダルを接続して、サステインペダルやエクスプレ
ッションペダルとして使用できます。

モーメンタリータイプのフットスイッチをお持ちでしたら、リアパネルの Sustain 端子に接続できます。
フットスイッチの動作が逆になってしまっている場合は、KeyStep 37 mk2 の電源コネクターから電源ケ
ーブルを一旦取り外し、再び接続します。これにより KeyStep 37 mkk2 が接続したフットスイッチの極
性を検知して、正しく動作するようになります。

1.2.3. Sync 端子

この2つの端子 (Sync In、Sync Out) は、MIDI 以前の機器 (コルグやローランドなどのビンテージ・ドラム
マシンなど) と同期させるときに使用します。シーケンサーを搭載したすべての Arturia 製品にも Sync 端
子が装備されています。

 ♪ 同期信号 (クロック) だけでなく、スタート/ストップ信号のやり取りも行いたいときは、TRS ケーブルを使用し
てください。この場合、クロック信号は TRS のチップに、スタート/ストップ信号はリングに流れます。

1.2.4. MIDI 端子

通常の MIDI ケーブル (5ピン DIN) を使用して KeyStep 37 mk2 と MIDI 機器との間で MIDI メッセージの送
受信を行うときに、MIDI 端子 (MIDI In、MIDI Out) を使用します。キーボードからの MIDI ノートデータや
コントローラーのデータに加え、KeyStep 37 mk2 は MIDI クロックの送受信も可能です。

1.2.5. USB ポート

USB ポートは、コンピュータやタブレットとの間でデータのやり取りを行うときに使用します。KeyStep
37 mk2 は、スマートフォンやタブレットからの電源供給にも対応しています。

また、一般的なスマートフォン用 USB 充電器からの電源供給にも対応しており、コンピュータと接続し
ていない状態でも本機を使用することができます。

USB 充電器を使用される際は、お使いの充電器の出力が最低でも 5V、100mA 以上であることをご確認く
ださい。お使いの充電器の出力が上記の仕様 (5V、100mA) とほぼ同じ場合は、KeyStep 37 mk2 の LED
の明るさ (LED Intensity [p.12]) を低くすることをお勧めします。

お使いのモバイル機器が KeyStep 37 mk2 に必要な電源を供給できない場合は、電源アダプター (AC アダ
プター) をご使用ください。

1.2.6. 電源 On/Off スイッチ

KeyStep 37 mk2 の電源オン/オフを切り替えます。
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2. THE SEQUENCER

KeyStep 37 mk2 は、4バンク x 16パターンの合計64種類のシーケンスをメモリーできます。

各パターンは最長64ステップまで使用しできます。このシーケンサーはポリフォニックで、1つのステッ
プに最大8音まで重ねることができます。

また、MIDI Control Center というアプリケーションを使用することでパターンの保存や入れ替えも行え
ます。詳しくは、チャプター7「MIDI Control Center [p.66]」をご覧ください。

2.1. ステップシーケンサーとは？

KeyStep 37 mk2 は、内蔵ステップシーケンサーで演奏 (の情報) を記録し、再生することができます。ス
テップシーケンサーは元々、1960年代から70年代にかけて広く使用され、その後、近年のモジュラー・
シンセサイザー人気が高まるにつれて再び脚光を浴びるようになりました。

ステップシーケンサーは通常「モノフォニック」で、1つのステップに1つの音しか入力できません。し
かし、KeyStep 37 mk2 のシーケンサーは、1つのステップに8音までの音を重ねられるポリフォニック仕
様です。

KeyStep 37 mk2 のシーケンサーがトラディショナルなステップシーケンサーよりも優れているもう1つの
ポイントは、キーボードを弾くことでシーケンスをトランスポーズ (移調) できることです。初期のステッ
プシーケンサーは、シーケンスの各音の音程をノブやスライダーで設定していたため、KeyStep 37 mk2
のような簡単な方法でトランスポーズさせることはできませんでした。

そして他のシーケンサーと同様、ステップシーケンサーは演奏者の手の代わりとしてフィルターやエンベ
ロープのセッティング、ピッチなど、接続している機器のパラメーターを、パターンをループさせながら
コントロールすることができます。

KeyStep 37 mk2 は、64種類のシーケンサーパターンを作成、保存し、どこへでも持ち運ぶことができま
す。本体のスマートなルックスとは裏腹に、演奏中にシーケンスを変化させる機能を豊富に内蔵していま
す。このチャプターでは、そうした機能を含めたシーケンサーについてご紹介します。
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2.2. シーケンサーの基本操作

ここではシーケンサー機能の基本的な概要についてご紹介します。各種詳細機能につきましては後述しま
す。

フロントパネル左上隅にシーケンサー用の On ボタンがあります。このボタンが点灯しているときは、シ
ーケンサーを使用できます。

Shift を押しながら (メトロノーム)/Length ボタンを押すと、シーケンサーパターンの長さを変更できま
す。また、Shift を押しながら (録音)/Overdub ボタンを押すと、オーバーダブ録音のオン/オフを切り替
えることができます。

Shift を押しながら Seq Bank 1–4 のキー (キーボード) のいずれかを押すと、シーケンサーパターンのバ
ンクを選択でき、Seq Pattern 1–16 のキーのいずれかを押すと、選択したバンク内のシーケンサーパタ
ーンを1つ選択できます。このように、本体には4バンクx16パターンの合計64種類のパターンを内蔵でき
ます。

Shift を押しながら、キーボードの高音部にある Time Div のキーのいずれかを押してタイムディビジョン
(ステップの長さ) とリズムのサブディビジョンを設定できます。

2.2.0.1. キーボードでの演奏と CV 出力との関係

• キーボードを弾いていない状態でシーケンサーを演奏している場合、そのシーケンサーパタ
ーンのモノフォニック版の CV として出力します。

• シーケンスの演奏中にキーボードを弾くと、シーケンサーパターンからの CV 出力が一時的
にミュートされ、キーボード演奏のモノフォニック版の CV が出力され、キーボードから完
全に手を放すと、シーケンサーパターンからの CV 出力に戻ります。

2.2.0.2. キーボードでの演奏と MIDI の動作

キーボードでの演奏は、独立した MIDI チャンネルを設定できますので、キーボードでの演奏とシーケン
サーの演奏を別々の MIDI チャンネルにできます。この設定はフロントパネルから次の手順で行えます。

• エンコーダーを押し、MIDI メニューに移動します。
• エンコーダーを押し、Keyboard Play Channel に移動します。
• エンコーダーをもう一度押し、Auto または 1–16 のいずれかのチャンネルを選択します。
• エンコーダーを押して変更を確定します。

 ♪ Auto に設定した場合、キーボードとシーケンサーの演奏は同じ MIDI チャンネルになります。1–16 のいずれか
に設定することでキーボードとシーケンス演奏の MIDI チャンネルを別々に分けることができます。

2.2.1. その他の Shift + キーボードでアクセスできる機能

Shift ボタンを押しながらキーボードのキーを押すことで、シーケンサーのさまざまな機能にアクセスで
きます。
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• Shift を押しながら < Nudge > のキーを押すと、パターンの内容が前後に1ステップずつ移動
します。

• Shift を押しながら < Octave > のキーを押すと、パターンの音程がオクターブ単位で上下し
ます。

• Shift を押しながら Double のキーを押すと、パターン内のイベントも含めてパターンの長さ
が2倍になります。

• Shift を押しながら Quantize のキーを押すと、リアルタイムレコーディング時のすべてのイ
ベント (演奏など) のタイミングが修正されます。

• Shift を押しながら Reload のキーを押すと、以前に保存したパターンを現在選択しているパ
ターンのスロットに読み込みます。

• Shift を押しながら Clear のキーを押すと、パターンの設定を残したまま、そのパターンのデ
ータ (ノートデータなど) を消去します。パターンを最初から作り直したいが、パターンの設
定は残しておきたいときに便利です。

• Shift を押しながら Undo のキーを押すと、直近のレコーディングを取り消します。

2.2.1.1. スケール機能へのショートカット

Shift を押しながらキーボードの最高音から4つのキーのいずれかを押すことで、スケールを素早く選択す
ることができます。また、Shift を押しながらキーボードの一番高い G# (Ab) を押すとスケールモードを解
除できます。

2.2.2. シーケンサーパターンを選択する

KeyStep 37 mk2 には、工場出荷時のシーケンサーパターンがメモリーされています。これらを演奏する
には、まず Seq ボタンをオンにします (オンになると点灯します)。次にキーボードでパターンを選択
し、プレイボタンを押します。

シーケンサーパターンを選択するには、Shift ボタンを押しながらキーボードの最低音の4つのうちのいず
れか (Bank 1、2、3、4) を押し、Shift を押したままその右にある16個のキーのいずれか (Pattern 1–16 の
いずれか) を押します。このとき、選択した内容がディスプレイに表示されます。

同じバンクの別のパターンを選択するには、Shift を押しながらシーケンサーパターンのキー (Pattern
1–16 のいずれか) を押します。同じバンク内のパターンを選択する場合は、最初にバンクを指定する必要
はありません。
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2.2.3. テンポを設定する

シーケンサーのテンポを設定するには、次の3つの方法があります。

1. テンポボタン (メトロノームのイラスト) を押し、1秒以内にエンコーダーを回します。この
方法は、テンポを決まった数値に合わせたいときに便利です。希望のテンポの数値に合わせ
ましたら、エンコーダーを押して確定します。

2. テンポボタンを最低3回押してタップテンポモードに入ります。このとき、ボタンを押した
間隔から算出したテンポの数値がディスプレイに表示されます。

3. テンポボタンを長押ししてテンポメニューを開き、エンコーダーを押してメニューに入りま
す。

2.3. シーケンサーパターンの作成

デフォルト設定のシーケンサーパターンは、長さは16ステップ、タイムディビジョン (ステップの長さ) は
16分音符 (1/16)、テンポは 120BPM になっています。

パターンの長さ (ステップ数) は、レコーディングを始める前に設定できます。Shift を押しながら Length
ボタンを押し、エンコーダーを回して長さを設定します (最長64ステップまで)。レコーディング時は、パ
ターンの最終ステップに到達するとシーケンサーが停止します。

 ♪ 例：ステップの最小単位が8分音符で4小節のパターンを作りたいとした場合は、Pattern Length を32ステップ
(4x8) に、Time Division を 1/8 に設定します。

以下のセクションでは、ステップレコーディングとリアルタイムレコーディングの方法をご紹介します。

♪ クロックソース (Clock Source) が Internal 以外に設定されている場合や、クロックソースが Auto に設定されて
いても外部クロック信号を入力していない場合は、シーケンサーは動作しません。

 ♪ パターンはこまめに保存しましょう！ Shift を押しながら Seq/Save ボタンを押し、エンコーダーを回して保存
したいスロットを選択します。エンコーダーを押すと保存します。
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2.3.1. ステップレコーディング

シーケンサーに慣れる途上の段階にある方は、ステップレコーディングがベストの方法でしょう。基礎の
基礎として、シーケンサーパターンの作成に必要なことは、次の通りです：

• Seq ボタンを押して、ボタンが点灯していることをご確認ください。
• レコードボタンを押します。
• 注意：次のステップを行うと、オーバーダブモードがオン (レコードボタンがブルーに点灯)

になっていない限り、既存のシーケンサーパターンの内容が消去されます。
• キーボードで単音を弾くか、複数の音を同時に弾きます。
• キーボードから手を放すと、ステップが1つ先へ進みます。
• 上記2つの操作を最終ステップまで繰り返します。
• 入力が終わりましたら、ストップボタンを押します。

 ♪ キーボードから完全に手を放さないと、シーケンスのステップが先へ進みません。また、キーボードから手を完
全に放していない状態で別の音を弾くと、その音も同じステップに入力されます。

作成したパターンを聴くには、プレイボタンを押します。または、キーボードを弾きます。パターンの最
初のステップ以外の音程のキーを押すと、パターンがトランスポーズ (移調) します。パターンは、次の譜
例のような感じになっているかと思います：

 ♪ タイムディビジョン (Time Div) の設定値は、ステップレコーディング時には無視されます。この機能は、シーケ
ンサーパターンの再生にのみ動作します。

 ♪ パターンはこまめに保存しましょう！ Shift を押しながら Seq/Save ボタンを押し、エンコーダーを回して保存
したいスロットを選択します。エンコーダーを押すと保存します。

2.3.1.1. シーケンサーパターンを消去する

シーケンサーパターンを何もない状態から作りたい場合、選択したパターンの内容を色々な方法で消去で
きます。

1. Seq ボタンを長押しします。このとき、ディスプレイに Pattern Init (パターンの初期化) と
いうメッセージが表示されます。これを実行する場合はエンコーダーを押し、中止したいと
きは Back ボタンを押します。その後作成するパターンの長さは、レコーディング時に決め
ることができます。

2. Shift ボタンを押しながらキーボードの Clear のキーを押します。このとき、ディスプレイに
は「Pattern Cleared」のメッセージが表示されます。この方法の場合、ノートデータは消去
されますが、それ以外のパターンの設定は消去されずに残ります。そのため、消去したパタ
ーンの長さは、消去する前と同じ長さになっています。
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♪ パターンを初期化 (Pattern Init) すると、そのパターンのタイムディビジョンは16分音符に、テンポは120になり
ます。パターンの長さは、レコーディング時にストップボタンを押した時点での長さになります。パターン (の内容) を
消去 (Clear) した場合は、そのパターンのテンポや長さ、サブディビジョンは、消去する前の状態を引き継ぎ、デフォ
ルト設定値に戻りません。

2.3.1.2. 全パターンを初期化する

KeyStep 37 mk2 にメモリーされているすべてのシーケンサーパターンを初期化したいときは、
Sequencer メニューから簡単に行えます。Seq ボタンを長押ししてエンコーダーを最後まで回すと、All
Patterns Initialize が表示されます。エンコーダーを押してこの機能を選択し、Yes または No を選択し
てエンコーダーを押します。

2.3.1.3. 休符を入力する

音と音の間の隙間を「休符」と言います。KeyStep 37 mk2 は、休符の入力も簡単に行えます。

パターンの入力時に Hold ボタンを押すと休符が入力されます。Hold ボタンを押した回数だけ休符が入
力されます。

2.3.1.4. 音をタイでつなぐ

音を次のステップまで、あるいはさらに長く伸ばすこともできます。まず、レコードボタンを押し、次に
以下の操作をします：

• 単音または和音をキーボードで押さえます。
• キーボードを押さえたままにします。
• Hold ボタンを押すとキーボードで押さえた音が次のステップまで伸びます。
• さらに音を伸ばしたい場合は、延ばしたいステップ数だけ Hold ボタンを押します。
• キーボードから手を放します。
• 上記の手順を欲しいフレーズが完成するまで繰り返します。
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2.3.1.5. レガートを入力する

「音と音の間にギャップ (時間的な隙間) を入れない奏法」をレガートと言います。以下は、レガートの
入力方法です。

• レコードボタンを押します。
• Hold ボタンを押したままにします。
• 単音や和音をキーボードで押さえます。
• キーボードから手を放して次のステップへ進みます。
• 別の単音や和音をキーボードで押さえます。
• キーボードから手を放して次のステップへ進みます。
• レガート奏法にしたいフレーズの最後のステップに到達しましたら、Hold ボタンを放しま

す。
• その先にフレーズなどを入れたい場合は入力を続け、レコーディングを終了したいときはス

トップボタンを押します。

モノシンセの場合、上記の手順でレガート奏法のフレーズになります (ゲート信号がオンの状態のまま、
音程の CV が変化します)。

プレイボタンを押すと入力したシーケンサーパターンが再生されます。タイとレガートを使用すると、以
下の譜例のようなフレーズも作成できます：

 ♪ 通常の奏法とレガートを織り交ぜたパターンも、もちろん作成できます。音程をキーボードで入力する前に
Hold ボタンを押している間はレガート奏法になり、Hold ボタンを放せば通常の奏法に戻ります。

別の入力例です。ここではコードの構成音がつながって増えていくフレーズを入力します：

• タイムディビジョン (Time Div) を 1/4 に設定します。
• レコードボタンを押します。
• 音程の入力が終わるまで Hold ボタンを押したままにします。
• C (ド) の音を弾き、キーボードから手を放します。
• C と E (ミ) の音を同時に押さえ、キーボードから手を放します。
• C、E、G (ソ) の音を同時に押さえ、キーボードから手を放します。
• Hold ボタンを放します。
• Hold ボタンを1回押して休符を入れます。
• ストップボタンを押します。

結果は以下の譜例のようになります：
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上の例は、コードが最終ステップまでつながって発音するフレーズですので、使用する音色によってはシ
ーケンサーパターンのゲートタイムを 90% に設定する必要があるかも知れません。ゲートタイムが短い
と、最終ステップが4分音符のように聴こえなくなることがあります。

 ♪ パターン全体をレガートで演奏するように入力した場合、Shift を押しながらピッチ/ゲートのタッチストリップ
でゲートの値を高くすることで、思ったような演奏にさせることもできます。逆に、ピッチ/ゲートのタッチストリッ
プの低い値の位置に指をスライドさせれば、パターン全体をスタッカートで演奏します。

2.3.1.6. Gate

シーケンサー/アルペジエイターのゲートタイムとは、次の音が鳴るまでの間、どのくらい発音させるか
の時間的な割合を指します。最小値、つまり最も短い値は 10%、最大値は 90% です。Shift を押しながら
ピッチベンドのタッチストリップで調整します。

♪ ゲートタイムはシーケンサーパターンごとに設定できます。

2.3.2. リアルタイムレコーディング/リプレースについて

KeyStep 37 mk2 は、シーケンサーをループさせながら音程情報をレコーディングしたりリプレース (置き
換え) したりできます。以下は、このことに関する注意点です：

• リアルタイムレコーディングでは、レコーディング中にパターンの長さを延長できません。
設定した長さの範囲内でレコーディングする必要があります。そのため、事前にステップレ
コーディング・モードでパターンの長さを設定しておく必要があります。

• KeyStep 37 mk2 から MIDI や Sync 信号で外部ドラムマシンと同期させたり、KeyStep 37
mk2 を DAW のスレーブとして同期させておくと、1拍目がどこなのかがわかりやすく、レコ
ーディングしやすくなることがあります。

同期の設定方法などにつきましては、チャプター6「Synchronization [p.63] (同期)」をご覧ください。

2.3.3. リアルタイムレコーディング

リアルタイムレコーディングには、次の2つの方法があります。

• シーケンサーが停止している状態 (ストップモード)：レコードボタンを押し、次にプレイボ
タンを押します。このとき、レコードボタンが点灯し、シーケンサーパターンがループしま
す。ディスプレイに表示されるメトロノームを参考にキーボードを演奏します。演奏のタイ
ミングは直近のステップにクオンタイズされます。

• パターン演奏中のレコーディング：パターンがすでにループしている場合、レコードボタン
を押すだけでレコーディングが始まります。すでに入力済みのステップに新たな音を演奏す
ると、そのステップの内容は新たな音に入れ替わります。

リアルタイムレコーディングでは、ノートデータ以外にもピッチベンドやモジュレーション、ゲート、ス
パイスなどのデータもレコーディングできます。
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 ♪ すでに入力済みのステップに新たな音を入力すると、そのステップの内容は新たに演奏した音に入れ替わりま
す。

 ♪ パターンはこまめに保存しましょう！ Shift を押しながら Seq/Save ボタンを押し、エンコーダーを回して保存
したいスロットを選択します。エンコーダーを押すと保存します。

2.3.3.1. パターンの長さを設定する

シーケンサーパターンの長さは、レコーディングを始める前に設定します。手順は、まずシーケンサーモ
ードに入ります (Seq ボタンが点灯します)。次に Shift を押しながら (メトロノーム)/Length ボタンを押
します。

ディスプレイにパターンの長さを設定する画面が表示されます。エンコーダーを回して長さ (ステップ数)
を設定し、エンコーダーを押して確定します。これで、この後リアルタイムレコーディングするパターン
の長さが設定されます。

♪ Shift を押しながら Length ボタンを複数回押すと、押すたびに長さが16ステップずつ増えます。

2.3.3.2. レコーディング後、パターンに合わせて演奏する

リアルタイムレコーディングでパターンを作成した後も、シーケンサーはレコードモードでループし続け
ます。この状態でレコードボタンを押すとループを止めずにレコードモードを解除できます。これによ
り、パターンの内容を変更させることなく、作成したてのパターンに合わせて演奏することができます。
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2.3.4. Mutate

シーケンサーパターンにバリエーションを加えてみたいと思いませんか？ それを可能にする秘密のボタ
ンが、ミューテート (Mutate) です。

2.3.4.1. ミューテートの動作の仕組み

シーケンサーパターン (またはアルペジオ) を演奏します。Mutate ボタンをほんの一瞬だけ押すと、予想
外の仕方で音がいくつか変化します。Mutate ボタンを長く押すと、すべての音が変化します。

Mutate ボタンを押しているときにディスプレイを見てみましょう。ミューテート・バーが左から右へ進
み、また戻ってきます。Mutate ボタンを放した時点でのバーの位置により、パターンをどの程度変化さ
せるかが決まります。

ミューテートがパターンの雰囲気を保ちつつ、音がかなり大きく変化する点に注目してみてください。

♪ もちろん、Mutate ボタンを数回押して、そのたびにシーケンサーパターンを変化させることができます。

2.3.4.2. ミューテートしたパターンのリセット方法

ミューテートを最初から、つまり変更されていない状態からやり直したい場合は、Shift ボタンを押しな
がら Mutate/Reset ボタンを押します。するとパターンの内容が元の状態に戻り、ミューテートをやり直
すことができます。

ディスプレイにはミューテートが動作している
ことを示すアニメーションが表示されます
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2.3.5. Spice

Shift ボタンを押しながらモジュレーション・ストリップを上下にスライドさせると、演奏中のシーケン
サーパターンがランダムに変化します。モジュレーション・ストリップの上のほうにタッチするほど、変
化が大きくなります。

スパイスは、ゲートの長さとラチェット (連打) をランダムに加える機能です。

2.3.5.1. 音を差し替える

先に触れました通り、リアルタイムレコーディング中に演奏する音は、録音クオンタイズの設定に従って
タイミングが修正されます。すでに入力済みのステップがあった場合は、新たに演奏した音に置き換わり
ます。

そのため、シーケンサーパターンがループしているときに、差し替えたい音のタイミングで新たな音を演
奏することで、音を差し替えることができます。

 ♪ リアルタイムレコーディングで最後に演奏した音を消去したいときは、Shift ボタンを押しながら Undo のキー
を押すことで最後に演奏した音の録音を取り消すことができます。このとき、シーケンサーを止める必要はありませ
ん。

2.3.5.2. レコーディング中のタイムディビジョン

レコーディング中にパターンの途中でタイムディビジョンを変更して入力することはできません。ただ
し、レコーディング中に相対的なテンポを変更するために変更することはできます。

速くて難しいフレーズをレコーディングするときに、例えば 1/8 から 1/4 というように、タイムディビジ
ョンを変更してレコーディングできます。Shift を押しながらキーボードの < Time Division > のキーのい
ずれかを押します。このとき、変更した値がディスプレイに表示されます。

2.3.5.3. タイムディビジョンとテンポ

画面上のメトロノームにはそのときのテンポ (BPM) が表示されます。また、タイムディビジョンの設定に
関係なく、4分音符のタイミングで点滅します。

シーケンサーのテンポ設定には、次の3種類の方法があります：
1. テンポボタンを押してすぐにエンコーダーを回します。この方法ではテンポを正確に合わせることがで
きます。テンポを設定しましたら、エンコーダーを押して確定します。
2. テンポボタンを最低3回押してタップテンポモードに入ります。ボタンを押した間隔から算出したテン
ポがディスプレイに表示されます。
3. テンポボタンを長押ししてテンポメニューを開き、エンコーダーをクリックしてメニューに入ります。
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2.3.6. パターンの長さを調整する

シーケンサーパターンの長さ (1–64ステップ) は、Shift を押しながら (メトロノーム)/Length ボタンを押
して変更できます。エンコーダーを回して希望のステップ数に合わせ、エンコーダーを押して確定しま
す。

2.3.7. シーケンサーに記録されるものは？

KeyStep 37 mk2 のシーケンサーは、以下のデータをパターンのステップに記録します：

• キーボードで弾いた音 (音程)
• MIDI または USB 経由で入力したノートデータ
• 各ノートのベロシティ
• Hold ボタンを押して入力する休符
• コードモードで演奏したコードの各音。これらは同じステップに別々の音として記録されま

す。例えば6音のコードの場合、1つのステップに記録できる上限である8音のうち、6音を消
費することになります。

♪ 複数のステップにまたがって演奏した音は、タイでつながった音として記録されます。

 ♪ コードモードで作成できるコードの音数の上限は16音で、シーケンサーパターンの1つのステップに記録できる
上限の8音を超えています。この場合、コードの最低音から8音までが記録されます。

 ♪ リアルタイムレコーディングでは、MIDI ノートデータを記録できます。DAW の MIDI クリップから KeyStep 37
mk2 に MIDI ノートデータを「転送」するのに便利です。

 ♪ シーケンサーもアルペジエイターも動作していない場合、KeyStep 37 mk2 が受信した MIDI ノートデータは CV
アウトから出力されます。
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2.3.8. シーケンサーに記録されないものは？

以下は、KeyStep 37 mk2 のシーケンサーには記録されないデータです：

• ノートデータのデュレーション (ゲートタイム)
• タイムディビジョンの変更
• スウィングの設定
• コントローラーデータ
• コードモードからのノートデータのうち、1つのステップに記録できる上限の8音を超えた

分。8音を超えるコードを入力した場合、そのコードの最低音から8音までを記録します。

2.3.9. Swing

スウィング (Swing) は、演奏中のシーケンサーパターンやアルペジオに「シャッフル」の感じを出す機能
です。スウィングの設定には、テンポ (メトロノームのイラスト) ボタンを長押しし、エンコーダーを回し
て Swing を選択して入ります。

スウィングの値は、50–75% の範囲で設定できます。50% の場合、各音の間隔が均等になり、スウィング
感はありません。67% にすると、2つの音の長さの比が 2:1 になります。

スウィングで設定しているものは、シーケンサーパターンの各音の発音タイミングです。例えば、タイム
ディビジョンが 1/8 に設定されている場合、1音目の8分音符が長くなり、2音目の8分音符の発音が遅
れ、長さも短くなります。この時点で、シーケンサーパターンに「シャッフル感」が出始め「機械的」な
感じがやや薄れたように聴こえます。

スウィングの最大値は 75% で、この状態では2つの8分音符は付点8分音符と16分音符のように聴こえま
す。67% にすると、ジャズでよく聴かれるような8分音符のスウィング感になります。

下図は、スウィングの最小値 (50%) と最大値 (75%) で2つの8分音符の変化を音符で示したものです：

 ♪ スウィングは、シーケンサーパターンごとに設定できます。アルペジオモードも独自のスウィングに設定できま
す。
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2.3.10. パターンを編集する

作成済みのシーケンサーパターンを編集する方法を見ていきましょう。

2.3.11. オーバーダブのオン/オフ

シーケンサーパターンにオーバーダビング (音を重ねること) を行いたい場合もあるでしょう。あるいは、
それができないほうが便利だと感じる場合もあるかも知れません。好みがどちらであれ、オーバーダビン
グは Shift を押しながらレコードボタンを押すことでオン/オフを切り替えることができます。レコードボ
タンを押すたびにオーバーダビングのオン/オフが切り替わります。

 ♪ オーバーダビングがオンの場合、作成済みのパターンのデータを上書きすることなく、音を重ねることができま
す。

2.3.12. パターンのチェインを作成する

KeyStep 37 mk2 は、シーケンサーパターンをつなげる (チェインする) ことが簡単にできます。手順は極
めてストレートなものです。

シーケンサーモードに入り、Shift を押しながら Chain を押します。ディスプレイにはシーケンサーパタ
ーンを選択する画面が表示されます。Shift を押しながらキーボードの Sequencer Bank と Pattern のキ
ーを押してチェインしたいシーケンサーパターンを選択します。

ディスプレイには、パターンを選択してつなげた状態が表示されます。

パターンの選択を間違ってしまった場合は、エンコーダーを回して変更したいパターンを選び、エンコー
ダーを押して選択を確定し、エンコーダーを回して本来選びたかったパターンを選択します。別のバンク
のパターンを選択したいときは、エンコーダーを回し続けると別のバンクが現れます。

パターンの選択が済みましたら、Back ボタンを押します。

2.3.12.1. パターンチェインを編集する

パターンチェインの作成後にその内容を編集したいときは、Shift を押しながら Chain を押してチェイン
のエディットモードに入ります。ディスプレイには次の3つのオプションが表示されます：

• On：エンコーダーを押すとチェインプレイモードのオン/オフが切り替わります。
• Clear：このオプションを選択すると、パターンのチェインが消去されます。
• Edit：上記「パターンのチェインを作成する」でご紹介しましたエディットモードに入りま

す。

バンク1のパターン1 → パターン2 → パターン1
→ パターン3をチェインした状態
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♪ パターンチェインの内容は、KeyStep 37 mk2 の電源をオフにすると消去されます。

2.3.13. Rate - テンポ

レート、またはテンポ、あるいは BPM ─ KeyStep 37 mk2 ではこれらはすべて同じものを指します。シ
ーケンサーとアルペジエイターのテンポは、次の3つの方法で設定できます。

1. テンポボタン (メトロノームのイラスト) を1回押し、1秒以内にエンコーダーを回します。こ
れによりテンポを調整できます。エンコーダーを押すとテンポの変更が確定します。

2. テンポボタンを最低3回押すとタップテンポモードに入ります。テンポボタンを押した間隔
から算出したテンポがディスプレイに表示されます。

3. テンポボタンを長押しするとテンポメニューがディスプレイに表示され、エンコーダーを押
すとそのメニューに入ります。

2.3.13.1. タイムディビジョン

作成済みのパターンには、それぞれタイムディビジョン (分解能) が設定されています。例えばタイムディ
ビジョンが 1/16 だった場合、これを 1/8 に変更するとパターンが進むスピードが半分になります。

変更方法は次の通りです：Shift を押しながらキーボードの < Time Division > のキーを押します。左向き
の矢印 (<) のキーを押すと 1/16 → 1/8 → 1/4 → 1/2 というように分解能が半分になっていきます。右向き
の矢印 (>) のキーを押すと 1/16 → 1/32 というように分解能が倍になります。

 ♪ テンポボタンを長押しすることでタイムディビジョンにアクセスすることもできます。この操作により Timing
メニューに入り、エンコーダーを回して Time Division を選び、そこで 1/2D から 1/32T までの範囲でタイムディビジ
ョンとサブディビジョンを選択できます。

1/16 のタイムディビジョンで作成されたシーケンサーパターンを 1/32 (32分音符) に変更すると、パター
ンが進行するスピードが2倍に速くなります。

タイムディビジョンを変更しても、パターンの長さは変わりません。そのため、パターンに記録されてい
るデータは変更されず、単に再生スピードが速くなったり遅くなったりします。ですのでテンポが半分に
なったり2倍になったりしたとも言えますが、それは単にステップを演奏する時間が長くなったり短くな
ったりするためです。
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2.3.13.2. サブディビジョン

作成済みのシーケンサーパターンは、タイムディビジョンとサブディビジョンの「両方」を変更できま
す。Shift を押しながらキーボードの8分音符のキー (Rate セクションにあります) を押すと、音 (ステッ
プ) の長さを例えば 1/4 (4分音符) から 1/4T (3連符の4分音符) や 1/4D (付点4分音符) に変更できます。

 ♪ サブディビジョンには、テンポボタンを長押しすることでアクセスすることもできます。この操作でタイミング
(Timing) メニューに入ります。エンコーダーを回してタイムディビジョン (Time Division) を表示させ、1/2D から 1/
32T の範囲でタイムディビジョンとサブディビジョンを自由に変更できます。

2.3.14. シーケンサーパターンを編集する

作成済みのシーケンサーパターンを編集する方法は複数あります。これらの各種機能はキーボードの Seq
Edit の各キーにあります。Shift を押しながら使用したい機能のキーを押すと、その機能にアクセスでき
ます。

2.3.14.1. Nudge - ナッジ

シーケンサーパターンを全体的に1ステップずつ前後に移動させることができます。この機能はシーケン
サーが再生中、または停止中に使用できます。Shift を押しながらキーボードの < Nudge > のキーのいず
れかを押すとシーケンサーパターンが1ステップずつ前後に移動します。

 ♪ ナッジ機能を使用して、例えば右へ移動すると、シーケンサーパターン全体が1ステップ後ろへ移動し、最終ス
テップは先頭ステップに移動します。

2.3.15. Octave

シーケンサーパターンのオクターブは、キーボードの < Octave > のキーで変更できます (フロントパネル
左側の Oct – と Oct + ボタンとは異なります)。この機能は、シーケンサーが再生中または停止中に使用で
きます。Shift を押しながらキーボードの < Octave > のキーのいずれかを押すとシーケンサーパターンの
オクターブを変更できます。

サブディビジョン：1/4 から 1/4T (3連)、1/4D (付点) に変更したときの譜例
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2.3.16. Double

パターンの長さを2倍に伸ばしたいときは、Shift を押しながらキーボードの < Double > のキーを押しま
す。この操作でパターンの長さが2倍になり、延長された部分に元のパターンの内容がコピーされます。

2.3.17. Quantize

クオンタイズとは「音のリズムを修正すること」です。リアルタイムレコーディングで演奏した内容をそ
のままにしておくことも、レコーディング後にタイミング修正することも、いつでも選択できます。

クオンタイズは、リアルタイムレコーディングでのみ使用できる機能で、ステップレコーディングでは使
用できません。Seq ボタンを長押しし、Rec Quantize までスクロールします。エンコーダーを押すとリ
アルタイムレコーディング時にクオンタイズするかどうか (On/Off) を切り替えることができます。

クオンタイズの基準となるタイミングは、Shift を押しながらキーボードの Rate: Time Division のキー
で例えば 1/8 というように選択できます。

2.3.18. クオンタイズの強さ

クオンタイズを行うと、タイムディビジョンで設定したリズムに、例えば直近の16分音符のタイミングに
音が移動します。タイムディビジョンのリズムに完全に (100%) 合ったタイミングにすることも、または
50% の精度でクオンタイズをかけることもできます。言い換えれば、100% 合ったリズム、または 50%
合ったリズム (元の演奏タイミングの雰囲気を残しつつ、リズムもある程度正確な状態) にすることができ
ます。

Seq ボタンを長押しし、エンコーダーを Quantize が表示されるまで回し、そこで 50% または 100% に設
定できます。

2.3.19. Reload

リロードは、保存済みのシーケンサーパターンを現在選択しているパターンのスロットに読み込む機能で
す。
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2.3.20. Clear

データが何も入っていない新規の状態からシーケンサーパターンを作りたい場合、次のような方法があり
ます。

1. Seq ボタンを長押しします。ディスプレイに Pattern Init (パターンの初期化) が表示されま
す。エンコーダーを押すと初期化を実行し、Back ボタンを押すと初期化を中止します。そ
の後作成するパターンの長さは、レコーディング時に決めることができます。

2. Shift を押しながらキーボードの Clear のキーを押します。このとき、ディスプレイには
「Pattern Cleared」のメッセージが表示されます。これにより、そのシーケンサーパターン
に入っていたノートデータは消去されますが、そのパターンの設定は消去されず、残ったま
まになります。その後に作成するパターンは、消去したパターンと同じ長さになります。

 ♪ Initialize でパターンを初期化した場合、そのパターンはデフォルト設定である16分音符のタイムディビジョ
ン、テンポは120になります。パターンの長さはレコーディング時にストップボタンを押した時点で決定されます。一
方、Clear でパターンの内容を消去した場合は、そのパターンのテンポ、長さ、サブディビジョンをデフォルトとして
引き継ぎます。

2.3.21. Undo

アンドゥは、最後にレコーディングしたステップ (の内容) を取り消すことができる機能です。この機能の
動作は、レコーディングモードによって変わります。

• ステップレコーディングの場合、Undo を押すと最後に入力した音を取り消します。Undo
をもう一度押すと、その前に入力した音を取り消すというように、入力の時系列をさかのぼ
っていきます。

• リアルタイムレコーディングの場合は、アンドゥ操作をするとパターンループの最後の周回
に演奏した内容を取り消します。この場合、Undo をもう一度押しても何も変化しません。

2.4. シーケンサーパターンの書き出しと読み込み

KeyStep 37 mk2 は、本体に64種類のシーケンサーパターンをメモリーし、どこへでも持ち運ぶことがで
きます。しかし、MIDI Control Center [p.66] を使用すると、保存できるシーケンサーパターンの数は無制
限になります。そのため、データのバックアップをコンピュータにこまめにしておきましょう。

シーケンサーパターンをコンピュータに安全に保存しておけば、ライブやレコーディングなどの用途別に
パターンを選んで本体にメモリーさせることができます。

2.5. シーケンサーの設定

Seq ボタンを長押しすると、シーケンサーの設定メニュー (Seq Settings) に入ります。

39 Arturia - ユーザーズ・マニュアル KeyStep 37 mk2 - The Sequencer



2.5.1. Pattern Initialize

メニューの最初のアイテムは、パターンの初期化 (Pattern Init) です。ここでエンコーダーを押すと、その
ときに選択していたパターンの内容と設定が消去 (初期化) されてしまいますのでご注意ください。

 ♪ パターンを誤って初期化または消去してしまった場合、Shift を押しながらキーボードの Sequencer Edit →
Reload のキーを順に押すと、パターンを復活できます。

2.5.2. Clear Automation

シーケンサーパターンのオートメーションデータを選択的に消去できます。

• Clear Bend：ここでエンコーダーを押すとピッチベンドのデータを消去します。
• Clear Mod：モジュレーションのデータのみを消去します。
• Clear Gate：ゲートタイムのデータを消去します。
• Clear Spice：選択したパターンからスパイスのデータを消去します。

 ♪ 上記のデータが入っていないシーケンサーパターンでこれらの操作を行うと、ディスプレイに「No Automation
Found」(オートメーションのデータがありません) というメッセージが表示されます。

2.5.3. Quantize

クオンタイズは、リアルタイムレコーディングで入力した演奏のリズムを、設定したタイムディビジョン
(例えば16分音符 (1/16) など) に合わせて修正する機能です。シーケンサーパターン内のすべての音のリズ
ムをタイムディビジョンのリズムに完全に合わせることも (100%)、タイムディビジョンに 50% 合わせる
こともできます。

2.5.4. Sequence Length

シーケンサーパターンのデフォルトの長さ (16ステップ) 以外の長さでリアルタイムレコーディングをした
いときは、このメニューで設定する必要があります。パターンの長さは、1–64ステップの範囲で設定で
きます。
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2.5.5. Recording Count-In

リアルタイムレコーディングを行う場合には、カウントイン (プリカウント) 機能が便利です。この機能を
オンにすると、レコーディングが始まる前にカウントがディスプレイに表示されます。

2.5.6. Recording Quantize

リアルタイムレコーディング時にクオンタイズ (タイミング修正) をかけたいときは、ここのメニューでこ
の機能をオンにします。クオンタイズの強さ (100% または 50%) は、Shift を押しながらキーボードの
Seq Edit: Quantize のキーで設定できます。

 ♪ リアルタイムレコーディングでシーケンサーパターンを作成した後でもクオンタイズをかけることができます。
Shift を押しながらキーボードの Rate: Time Div のキーのいずれかを押して、併せたいリズム (1/16 など) を設定し、
Shift を押しながらキーボードの Seq Edit: Quantize のキーを押してクオンタイズをオンにします。

2.5.6.1. Record Automation

リアルタイムレコーディング時にオートメーションもレコーディングするかどうかを設定できます。オー
トメーションには、ピッチベンド、モジュレーション、ゲート (の長さ)、スパイス、またはアフタータッ
チがあります。このメニューでレコーディングするかどうかを設定できます。

2.5.6.2. Use Pattern Tempo

KeyStep 37 mk2 のテンポクロックは、本機全体で汎用的に利用されます。しかし、シーケンサーパター
ンに固有のテンポを設定することができます。手順は、まずテンポを設定します。次にこのメニューに入
り、On を選択します。最後にシーケンサーパターンを忘れずに保存しましょう。

この操作により、KeyStep 37 mk2 がどんなテンポに設定されていても (デフォルトは120です)、固有のテ
ンポを設定したパターンはそのテンポで演奏します。

このメニューには次の2つのオプションもあります：

• Off：パターン固有のテンポは KeyStep 37 mk2 の電源投入時にのみ読み込まれ、それ以後は
無視されます。

• When Paused：パターン固有のテンポは、シーケンサーが停止しているときにのみ読み込
まれます。

♪ 外部クロック信号に同期しているときは、Use Pattern Tempo 機能は動作しません。
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2.5.6.3. Sequencer Wait to load

あなたは今、シーケンサーパターンを演奏していて、続けて別のパターンへ移りたいとします。このとき
の、別のパターンへ移行する動作には3種類があります。

この動作は、Seq ボタンを長押しして Sequencer Settings に入り、Wait to Load が表示されるまでエン
コーダーを回して設定できます。

• At End：次のパターンには、現在のパターンが終わりまで演奏してから移行します。
• Instant：次のパターンを選択すると瞬時に切り替わります。
• 1 Bar：次のパターンを選択した時点の小節が終わると移行します。

2.5.6.4. Program Change

KeyStep 37 mk2 は、シーケンサーパターンごとに MIDI プログラムチェンジを送信することができます。
プログラムチェンジを使用すると、スレーブ接続したシンセサイザーのパッチ (プログラム) を切り替えた
り、KeyStep 37 mk2 に接続した別のシーケンサーでイベントをトリガーさせることができます。これに
より、機材全体のシステム統合性が飛躍的に向上します。

 ♪ プログラムチェンジは、パターン/プロジェクトごとに保存されます。そのため、KeyStep 37 mk2 本体の電源を
切る前にパターン/プロジェクトを必ず保存してください。そうしないと、変更した設定などがすべて失われてしまい
ます。

• Bank MSB：バンクセレクト MSB (MIDI CC 000) の値を設定します。
• Bank LSB：バンクセレクト LSB (MIDI CC 032) の値を設定します。
• Program Change：プログラムチェンジの値 (1–128) を設定します。

シンセサイザーの機種によっては、1バンクのプログラム数が128以上のものもあります。バンクの選択
も含めて正式なプログラムチェンジは、次の3つの MIDI メッセージで構成されます (「nnn」は各メッセ
ージの値です)：

• CC 000 nnn (バンクセレクト MSB：最上位ビット)
• CC 032 nnn (バンクセレクト LSB：最下位ビット)
• Program Change nnn (MIDI プログラムチェンジ・メッセージ：1–128)

2.5.6.5. All Patterns Initialize

KeyStep 37 mk2 にメモリーされているすべてのシーケンサーパターンを初期化したいときは、
Sequencer メニューで簡単に行えます。Seq ボタンを長押しし、All Patterns Init が表示されるまでエン
コーダーを回します。エンコーダーを押してこの機能を選択し、Yes (全パターンの初期化を実行) または
No (初期化しない) を選択してエンコーダーを押します。
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3. THE ARPEGGIATOR

KeyStep 37 mk2 のメイン機能の1つが、アルペジエイターです。わかりやすく設計された機能で、アルペ
ジオ演奏をさせることで手を他のこと、例えばエフェクターやモジュラーシンセの操作に使えるという便
利なものです。

3.1. アルペジオとは？

アルペジオ (分散和音) は、コードの奏法の1つで、コードを構成する音を1つずつ演奏して、上昇または
下降する音の動きを表現するものです。

例えば、C メジャーコードの構成音 (C、E、G) を別々に次々と演奏すると、それはアルペジオになりま
す。

アルペジオにおいては、コードの構成音それぞれを演奏する順番や、上昇や下降などの方向は重要ではあ
りません。アルペジオの長さやスピード、音域も自由に設定できます。

まとめ：アルペジエイターは、コードを押さえると、その構成音でキーボード上を駆け巡るような音の動
きに変換できる機能です。
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3.2. アルペジエイターの機能

KeyStep 37 mk2 のアルペジエイターは、キーボードで押さえたコードなどをさまざまな方法でアルペジ
オに変換する多彩な機能を内蔵しています。これから、その機能の数々をご紹介します。

♪ レコードボタンは、アルペジエイターモードでは動作しません。

3.2.1. アルペジエイターをスタートさせる

アルペジエイターの各種機能をご紹介する前に、アルペジエイターをオンにし、スタートさせる方法をご
紹介します：

• Arp ボタンを押すとアルペジエイターがオンになります。
• Shift を押しながらキーボードの Arp Mode のキーのいずれかを押して、アルペジオモード

を選択します。
• キーボードでコードなどを押さえます。

上記の操作で、キーボードで押さえたコードなどの構成音が1つずつ次々と発音します。構成音を発音す
る順番は、アルペジオモード (Arp Mode) で選択できます。

Hold ボタンをオンにすると、キーボードから手を放してもアルペジオ演奏をそのまま続けることができ
ます。

 ♪ 同期演奏 (Sync Receive) の設定が Internal 以外になっていたり、Auto に設定していても外部からのクロック信
号を受信していない場合、アルペジエイターは動作しません。

このチャプターでご紹介する譜例はどれも4つの音のみを押さえた状態のものですが、本機のアルペジエ
イターは、Hold ボタンや Octave –/+ ボタンを併用して最大64音までアルペジオに追加することができま
す。

3.2.2. アルペジオのテンポを設定する

アルペジエイターのテンポ設定には、次の3つの方法があります。

1. テンポボタン (メトロノームのイラスト) を押し、すぐ (1秒以内) にエンコーダーを回しま
す。この方法はテンポを決まった数値に合わせたいときに便利です。希望のテンポの数値に
合わせましたら、エンコーダーを押して確定します。

2. テンポボタンを最低3回押してタップテンポモードに入ります。このとき、ボタンを押した
間隔から算出したテンポの数値がディスプレイに表示されます。

3. テンポボタンを長押ししてテンポメニューを開き、エンコーダーを押してメニューに入りま
す。
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3.2.3. アルペジオのタイムディビジョン

アルペジオは、例えば16分音符 (1/16) などのタイムディビジョン (分解能) に基づいて生成され、これを8
分音符 (1/8) に変更するとアルペジオのスピードが半分になります。

タイムディビジョンは、次の手順で設定します：Shift を押しながらキーボードの Rate: < Time Div > の
キーのいずれかを押します。左向きの矢印 (<) のキーを押すとタイムディビジョンが 1/16 → 1/8 → 1/4 →
1/2 というように半減していき、右向きの矢印 (>) のキーを押すと 1/16 → 1/32 というように倍加してい
きます。

 ♪ テンポボタンを長押しすることでもタイムディビジョンの設定画面にアクセスできます。この操作で Timing メ
ニューに入ります。エンコーダーを Time Division まで回し、1/2D から 1/32T までのタイムディビジョン/サブディビ
ジョンを選択します。

1/16 のタイムディビジョンで生成したアルペジオを 1/32 (32分音符) のタイムディビジョンに変更する
と、音が動くスピードが2倍になります。

タイムディビジョンを変更しても、アルペジオの長さは変わりません。そのため、アルペジオの構成音は
変更されず、単に再生スピードが速くなったり遅くなったりします。ですのでテンポが半分になったり2
倍になったりしたとも言えますが、それは単に各構成音を演奏する時間が長くなったり短くなったりする
ためです。

3.2.4. アルペジオのサブディビジョン

シーケンサーパターンと同様、アルペジオもタイムディビジョンとサブディビジョンの「両方」を変更で
きます。Shift を押しながらキーボードの8分音符のキー (Rate のセクションにあります) を押すと、音の
長さを例えば 1/4 (4分音符) から 1/4T (3連符の4分音符) や 1/4D (付点4分音符) に変更できます。

 ♪ サブディビジョンには、テンポボタンを長押しすることでアクセスすることもできます。この操作でタイミング
(Timing) メニューに入ります。エンコーダーを回してタイムディビジョン (Time Division) を表示させ、1/2D から 1/
32T の範囲でタイムディビジョンとサブディビジョンを自由に変更できます。

サブディビジョン：1/4 から 1/4T (3連)、1/4D (付点) に変更したときの譜例
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3.2.5. アルペジオのオクターブ

アルペジオの演奏中に、オクターブ展開を簡単に拡大させることができます。Shift ボタンを押しながら
キーボードの最低音から4つまでのキー (Arp Octave 1–4) を押すと、アルペジオが展開するオクターブが
2–4 オクターブの範囲で変更できます。

3.2.6. アルペジオのスウィング

スウィング (Swing) は、演奏中のシーケンサーパターンやアルペジオに「シャッフル」の感じを出す機能
です。スウィングの設定メニューには、テンポボタン (メトロノームのイラスト) を長押しし、エンコーダ
ーを回して Swing を選択して入ります。

スウィングの値は、50–75% の範囲で設定できます。50% の場合、各音の間隔が均等になり、スウィング
感はありません。67% にすると、2つの音の長さの比が 2:1 になります。

スウィングで設定しているものは、アルペジオの各音の発音タイミングです。例えば、タイムディビジョ
ンが 1/8 に設定されている場合、1音目の8分音符が長くなり、2つ目の8分音符の発音が遅れ、長さも短
くなります。この時点で、アルペジオに「シャッフル感」が出始め「機械的」な感じがやや薄れたように
聴こえます。

スウィングの最大値は 75% で、この状態では2つの8分音符は付点8分音符と16分音符のように聴こえま
す。67% にすると、ジャズでよく聴かれるような8分音符のスウィング感になります。

下図は、スウィングの最小値 (50%) と最大値 (75%) での2つの8分音符の変化を音符で示したものです：

 ♪ アルペジエイターモードでは、スウィングの設定はすべてのアルペジオに共通して適用されます。一方、シーケ
ンサーパターンはパターンごとにスウィングの設定ができます。
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3.2.7. アルペジオをシーケンサーパターンに変換する

アルペジオをシーケンサーパターンに簡単に変換することができます。手順は次の2種類があります。

どちらの方法でもアルペジオの演奏中に行います。レコードボタンを長押しする、または Shift を押しな
がら To Seq ボタン (Arp ボタン) を押します。このとき、ディスプレイの表示をご覧ください：

1秒後、次のようなメッセージが表示されます：

これにより、シーケンサーパターンの1つが RAM 上から消去され、アルペジオの内容に置き換わります。
この時点でシーケンサーがオンになり、アルペジオから変換されたシーケンサーパターンの演奏がすぐに
始まります。

変換されたシーケンサーパターンを保存したいときは、Shift を押しながら Seq ボタンを押し、エンコー
ダーを回して保存したいスロットを選択します。

3.2.8. アルペジオのミューテート

ミューテート (Mutate) は、アルペジオの各音を入れ替えることでアルペジオに変化を加える機能です。
その変化は、わずかなものから大胆なものまでさまざまです。

3.2.8.1. ミューテートの動作の仕方

アルペジオを演奏します。Mutate ボタンをほんの一瞬だけ押すと、予想外の仕方で音がいくつか変化し
ます。Mutate ボタンを長く押すと、すべての音が変化します。

Mutate ボタンを押している間にディスプレイを見てみましょう。ミューテート・バーが左から右へ進
み、また戻ってきます。Mutate ボタンを放した時点でのバーの位置により、アルペジオをどの程度変化
させるかが決まります。

♪ ディスプレイにミューテート機能が動作していることを示すアニメーションが表示されます。

♪ もちろん、Mutate ボタンを数回押して、そのたびにアルペジオを変化させることができます。
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3.2.8.2. ミューテートしたアルペジオのリセット方法

ミューテートを最初から、つまり変更されていない状態からやり直したい場合は、Shift ボタンを押しな
がら Murate/Reset ボタンを押します。するとアルペジオが元の状態に戻り、ミューテートをやり直すこ
とができます。

3.2.9. アルペジオのスパイス

Shift ボタンを押しながらモジュレーション・ストリップを上下にスライドさせると、演奏中のアルペジ
オがランダムに変化します。モジュレーション・ストリップの上のほうにタッチするほど、変化が大きく
なります。

スパイス (Spice) は、ゲートの長さとラチェット (連打) をランダムに加える機能です。

♪ スパイスが一切かかっていない状態にするには、モジュレーション・ストリップの最下部をタッチします。

3.2.9.1. ダイス - サイコロを振る

スパイス機能を使用しているとき、モジュレーション・ストリップを上下するとそれに応じて変化の深さ
は変わりますが、変化の仕方自体は変わりません。それを変えるには「サイコロを振る」こと、つまりダ
イス機能が必要です。

手順は、Shift ボタンを押しながらモジュレーション・ストリップを3回タップします。するとディスプレ
イに Dice Rolled (サイコロを振りました) というメッセージが表示されます。

3.2.10. コードメモリーのアルペジオ化

コードメモリーを使用してアルペジオ演奏することも可能です。まずコードの種類を選んでからアルペジ
オモードに入り、アルペジエイターをスタートさせます。ここで、コードではなく単音をキーボードで押
さえることで、選択したコードでアルペジオ演奏ができます。
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3.3. アルペジオモード

KeyStep 37 mk2 には15種類のアルペジエイターモードのプリセットが内蔵されており、オリジナルのモ
ードを1つ作成できます。以下の譜例は、各モードの音の動きをおおまかに示したものです。

3.3.1. アルペジオモード 1–6

3.3.1.1. モード 1：Up

アルペジオモードを up に設定すると、押さえたコードの構成音の最低音から最高音に向かって順々に演
奏します。最高音に到達すると、再び最低音から繰り返します。

このモードの音の動きは次のようになります：

3.3.1.2. モード 2：Down

コードの構成音の最高音から最低音へ向かって演奏し、再び最高音から繰り返します。

3.3.1.3. モード 3：UpDown

アップとダウンを交互に繰り返します。

アルペジオモード：Up

アルペジオモード：Down

アルペジオモード：UpDown
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3.3.1.4. モード 4：Random

コードの構成音をランダムに演奏します。

3.3.1.5. モード 5：Order

キーボードで構成音を押さえた順番に演奏します。

3.3.1.6. モード 6：Poly

押さえたコードをコードのまま繰り返し発音します。

アルペジオモード：Random

アルペジオモード：Order

アルペジオモード：Poly
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3.3.2. アルペジオモード 7–15

これらのモードは生成的なパターンで、ミューテート機能を使用するか、別のパターンに切り替えない限
り、同じ演奏をループします。

各モードは、次の構成要素によってそれぞれスタイルが異なるようになっています：

• パターンの密度：発音しないステップが発生します。
• 音の長さ：発音しないステップや、前のステップから引き継いで発音するステップが発生し

ます。
• ポリフォニー：同時に複数の音を発音するステップが発生します。

モード 7–15 は音の動きを譜例で表すことができませんので、各モードの概要をご紹介します。

• モード 7：Short 1：全ステップで発音し、音の長さは均等です。和音を発音するステップ
はありません。

• モード 8：Short 2：発音しないステップが発生しつつも音の長さは均等で、和音を発音する
ステップはありません。

• モード 9：Long 1：発音しないステップがさらに多くなり、音の長さは長くなります。和音
のステップはありません。

• モード 10：Long 2：発音しないステップは少なく、どの音も短めに発音します。
• モード 11：Long 3：発音しないステップは少なく、発音する音は長めになります。
• モード 12：Poly 1：単音で発音するステップのほかに、和音のステップと休符のステップ

が時折混ざります。
• モード 13：Poly 2：多くのステップで和音を短く発音します。
• モード 14：Poly 3：多くのステップで和音を長めに発音し、時折単音のステップが混ざり

ます。
• モード 15：Poly 4：長く発音する和音がほとんどになります。

3.3.3. 特別なモード 16：ユーザーシーケンス

アルペジオモード16はまさにクリエイティブな機能です。このモードは、最後に演奏したシーケンサーパ
ターンをアルペジエイターのスロット16にコピーするというものです。

次のように操作します：シーケンサーパターンを演奏するか、新たなパターンを作成します。Arp ボタン
を押し、Arpeggiator Mode 16: User Sequence を選択します。これで先ほど選択/作成したシーケンサー
パターンをアルペジエイターで演奏できます。

3.3.3.1. スケールへのショートカット

Shift を押しながらキーボードの最高音から4つのキーのいずれかを押すことで、スケールを素早く選択す
ることができます。また、Shift を押しながらキーボードの一番高い G# (Ab) を押すとスケールモードを解
除できます。
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3.3.3.2. アルペジオの長さを設定する

アルペジオの長さ (ステップ数) は、Arp ボタンを長押しすることで設定できます。このとき、ディスプレ
イには「Arpeggiator Length」と表示されます。エンコーダーを押し、1–64 ステップから希望のステッ
プ数を選択します。

3.3.3.3. 「モード 16：ユーザーシーケンス」に関する考察

• 先ほど作成してアルペジエイターのスロット16にコピーしたシーケンサーパターンで使用す
る音を覚えておくと、そのパターンをまったく同じ音で演奏したり、さらに発展させたりし
たい場合に便利です。

• 上記でご紹介しましたアルペジオモード16を使用すると、あらゆるシーケンサーパターンを
利用できますが、大きな違いがあります。シーケンサーパターンは音の動きが決まっていま
すが、モード16のユーザーシーケンスではパターンの内容は同じでも、任意の音から演奏で
きます。

• KeyStep 37 mk2 に内蔵のファクトリー・シーケンサーパターンをアルペジオモード16で使
用することでシーケンスとは違った新鮮さを出すことができます。

• モード16は、和声的な相互作用の可能性を広げることができます。シーケンサーパターンの
固定された調性ではなく、あらゆる楽曲のコードをアルペジオの美しさで演奏できるように
なります。

3.3.4. アルペジオのリトリガー (再トリガー) 設定

Arp ボタンを長押しし、エンコーダーを回して Arpeggio Retrigger メニューに入ります。ここでは、On
か Off のどちらかに設定できます。

一例として、8ステップの長さのアルペジオで、3音のコードを押さえたとします。このとき、アルペジオ
は次の2つの方法でループします：

• Retrigger On：アルペジオは8ステップごとにリスタートします。
• Retrigger Off：パターンの長さ (ステップ数) に関係なく、アルペジオを繰り返します。

リトリガーを On に設定した状態
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3.3.5. アルペジオのゲート設定

アルペジオの個々の音のゲートタイム (音の長さ) は、次の音へ行くまでに「どの程度長く発音するか」
の時間的な割合を指します。最小値は 10%、最大値は 90% です。Shift を押しながらピッチストリップを
上下にスライドして設定します。

 アルペジオモードには、シーケンサーのゲート設定とは独立した、アルペジオ全体に適用されるゲートタイムの設
定があります。

3.3.6. 複数のオクターブにまたがるアルペジオを作成する

Hold ボタンを使用すると、キーボードから手を放してもアルペジオの演奏をそのまま続けることができ
ることは、先に触れました。

ここでは Hold ボタンのもう1つの使用法をご紹介します。Hold ボタンがオンのとき、少なくとも1音は
キーボードで押さえている間は、アルペジオに音を追加し続けることができます。このとき、Octave +/–
ボタンを使用して、オクターブを移動して幅広い音域の音をアルペジオに追加することもできます。

例：Hold ボタンを押して、キーボードでコードを押さえてアルペジエイターをスタートさせます。ここ
で Oct + ボタンを2回押して、最初に押さえたコードと同じ音を押さえると、2オクターブにまたがったア
ルペジオになります。

 ♪ キーボードから完全に手を放した後で別のキーを弾くと、演奏中のアルペジオは瞬時に別の (新たに押さえた音
に基づいた) アルペジオに変わってしまいますのでご注意ください。
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3.3.7. 最大64音まで追加可能

アルペジオには最大64音まで音を追加できます。以下はその操作例です。

♪ 重要：以下の最後のステップまで、最低でも1音はキーボードを押さえておく必要があります。

• Arp ボタンを押します。
• プレイボタンを押してアルペジエイターをスタートさせます。
• Hold ボタンを押します。
• キーボードで単音または和音を押さえます。すると押さえた音に基づいたアルペジオ演奏が

始まります。
• 最低でも1音はキーボードを押さえておき、Oct + ボタンを押します。
• オクターブ上がった音からアルペジオに追加したい音のキーを押します。
• 最低でも1音はキーボードを押さえておき、Oct – ボタンを押します。
• 低くなったオクターブからアルペジオに加えたい音のキーを押します。
• このように、Oct +/– ボタンを使用して音を追加する操作を何度か繰り返します。最大64音

まで追加できます。

音の追加が終わりましたら、キーボードから手を放せます。これで、新たにキーボードを押さえるまで、
またはアルペジエイターを停止するまで、複数のオクターブにまたがったアルペジオ演奏を続けることが
できます。

 ♪ 上記の手順のどの段階でも、追加した新しい音のうち、最低でも1音を押し続けていれば、最初に押さえた音か
ら手を放せます。

3.4. アルペジオ演奏の中断

アルペジオ演奏を一時的に中断し、再スタートさせることができます。これには2種類の方法がありま
す。

• Random または Order 以外のアルペジオモードを選択します (そのほうが動作がわかりやす
くなります)。

• アルペジエイターをスタートさせます。
• Hold ボタンを押します。
• キーボードで和音などを押さえてアルペジオ演奏を始めます。

ここから先は2つの方法があります。

1. ストップボタンを押します。するとアルペジオ演奏が停止し、プレイボタンを押すとアルペ
ジオが先頭から再スタートします。

2. ポーズボタン (プレイボタン) を押します。するとアルペジオ演奏が停止します。プレイボタ
ンを再度押すと停止した位置からアルペジオが再スタートします。
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4. CHORD MODE

KeyStep 37 mk2 にはコードを記憶し、それをワンフィンガーで演奏できる機能があります。このとき、
コードはキーボードで演奏したキーに応じて自動的にトランスポーズされます。

コードモードで音が実際にどうなるのかを聴くには、Chord ボタンを押し、キーボードで単音を弾きま
す。するとデフォルトのメジャーコードが聴こえます。

4.1. プリセットコードを使用する

KeyStep 37 mk2 は、プリセットのコードを豊富に内蔵しています。Chord ボタンを長押しすると、プリ
セットメニューが開きます。エンコーダーを押してメニューに入り、エンコーダーを回してプリセットコ
ードを選択します。

• User
• Octave
• 5th
• Major Triad
• Minor Triad
• Sus 2
• Sus 4
• Major 7
• Minor 7
• Major 9
• Minor 9
• Major 11
• Minor 11

4.1.1. キーボード LED でコードを確認する

コードモードによってコード化された音程のそれぞれは、いつでも視覚的に確認することができます。キ
ーボードの上に並んでいる LED がコードを表示します。ルート音は白で、追加されたコードの構成音は
ブルーで点灯します。
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4.1.2. オリジナルコードを作成する

オリジナルのコードももちろん作成できます。オリジナルコードはユーザー (User) コードとしてメモリ
ーされます。手順は次の通りです。

 ♪ 注意：以下の手順を行うと、以前にメモリーしたコードの内容を消去し、新たに作成したものに置き換わりま
す。

• Chord ボタンを押したままにします。
• キーボードでコードを押さえます。すべての音を同時に押さえるほかに、音を少しずつ追加

していくこともできます。
• Chord ボタンを放します。

これでコードを作成できました。キーボードで単音を弾くと、作成したコードを発音します。別のキーを
弾くと、そのコードがトランスポーズして発音します。

コード作成時に最初に弾いた音がそのコードのルートになります。そのため、特定の音をルートにしたい
ときは、その音を最初に押さえてからその他の構成音を押さえます。

♪ 最大16音までのコードを作成できます。

 ♪ 作成したコードは、KeyStep 37 mk2 の電源を切ると消去されますが、コードをシーケンサーパターンで使用す
ると保存されます。

4.1.3. スプレッド

Chord ボタンを長押ししてエンコーダーを回すとスプレッド (Spread) メニューに入ります。ここでは、
コード演奏のスタイルを設定できます。

• No：コードは何も変化せず、作成したコードやプリセットコードのまま演奏します。
• Velocity：弱く弾くと音数の少ないコードに、強く弾くと音数の多いコードになります。
• Aftertouch：アフタータッチを使用すると、その圧力に応じてコードの音数が変化します。
• 1–16：コードの発音数を 1–16 音の範囲で設定できます。
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4.1.4. Strum (ms) - ストラム (非同期)

コードモードでは通常、コードの各構成音は同時に発音しますが、ギターのストラミング (コードストロ
ーク) のようにコードを演奏することもできます。設定値が 0 の場合、コードの構成音は同時に発音し、
500ms の場合は、各構成音をゆっくりと (0.5秒間隔で) 発音します。

4.1.5. Strum (sync) - ストラム (同期)

ストラミングの間隔は、KeyStep 37 mk2 の内部クロック、または外部クロックに同期させることがで
き、楽曲のテンポに合ったストラミングで演奏できます。同期モードの設定値の単位は非同期モードで
の ms (ミリセカンド) ではなく、サブディビジョン (分解能) になり、Off のほか 1/64 (64分音符) – 1/4 (4分
音符) の範囲で設定できます。

4.1.6. Strum Type

ストラム機能を使用する場合、ストラミングの方向を設定できます。選択できるオプションは次の通りで
す。

• Up：コードのすべての構成音を音程の低い順から発音します。
• Alt Up：基本的には音程の低い順から発音しますが、1–3–2–4 というように行ったり来たり

して発音します。
• Down：コードのすべての構成音を音程の高い順から発音します。
• Alt Down：基本的には音程の高い順から発音しますが、1–3–2–4 というように行ったり来

たりして発音します。

4.1.7. Voicing

このモードを使用すると、コードに変化を加えることができます。オンの場合、コードチェンジするとき
に、より音楽的な響きにするためにコードを転回させて発音します。

例：C メジャーの次に F メジャーを弾いたとします。このとき、コード全体を C から F へ4度上に平行移
動するのではなく、キーボード奏者が普段演奏するようにコードのボイシング (転回形) を変えて発音しま
す。また、Bass 1–3 は、ベース音を 1–3 オクターブ下に加えます。
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4.2. コードとシーケンサー

コードモードとシーケンサーを同時に使用することができますが、一定の条件下でのみ使用できます。

4.2.1. シーケンサーとコードモード

シーケンサーの各ステップは、最大8音までのコードを演奏できます。コードモードによるコードは、そ
れぞれ独立した音としてシーケンサーに記録されます。そのため、例えば6音のコードの場合、シーケン
サーのステップでの上限である8音のうち、6音をコードで占めることになります。

4.2.2. コードとアルペジエイター

アルペジエイターは、コードモードと併用してアルペジオ化されたコードを演奏できます。手順はシンプ
ルです。

Chord ボタンを押し、必要に応じてコードを選択します。

• Arp ボタンを押してアルペジエイターをオンにします。
• キーボードで単音を押さえます。

操作は以上です。アルペジエイターを先にオンにしてからコードモードをオンにしても、その逆でも問題
ありません。コードの構成音はアルペジオに追加されます。
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5. CV, GATE, AND MOD FUNCTIONS

KeyStep 37 mk2 は、人類が電気を利用し始めて以来、世界が生み出した最高の音楽テクノロジーの一部
へダイレクトにアクセスできます ─ USB、MIDI、Sync、CV/Gate の各端子がコンパクトなリアパネルに
揃っています。

このチャプターでは、KeyStep 37 mk2 の CV/Gate 機能に焦点を当ててご紹介します。

5.1. ピッチとゲート信号

CV、Gate、Mod アウトの各端子は使いやすいのですが、信号を受け取る側の機器はそれぞれ仕様が異な
りますので、それに合わせて設定を変更する必要がある場合があります。

5.1.1. ピッチとゲートの動作の仕組み

KeyStep 37 mk2 のキーボードを弾くと、その情報が瞬時にコントロール電圧 (CV) とゲート信号に変換
され、リアパネルのそれぞれの端子から出力されます。この2つの電気信号 (ピッチ CV とゲートの開閉)
は、キーボードを弾くたびに出力されます。

ピッチ CV は MIDI ノートナンバーに、ゲートの開閉はノートオンとノートオフにそれぞれ相当します。
ベロシティやその他の情報は、後述の Mod 端子から出力されます。

シーケンサーはキーボードでの演奏を記録し、再生時には外部機器へ上記のような信号を CV/Gate 端子
から、まるでキーボードをリアルタイムに弾いているかのように出力します。

♪ CV/Gate 機器に接続してシーケンサーを演奏している場合でも、MIDI 機器を KeyStep 37 mk2 のキーボードで演
奏できます。
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5.1.2. DAW から CV/Gate を出力する？

DAW の MIDI トラックからノートデータを KeyStep 37 mk2 に送信することで KeyStep 37 mk2 の CV/
Gate 端子から CV/Gate を出力できます。DAW の MIDI トラックと KeyStep 37 mk2 の MIDI チャンネルを
合わせるだけでこのことが可能になります。

ただし、以下の注意点があります：

1. CV/Gate 端子はモノフォニックですので、DAW の MIDI トラックにポリフォニックのデータ
が入っていた場合、KeyStep 37 mk2 から接続した CV/Gate 機器ではすべての音を発音でき
ません。

2. CV/Gate 端子から出力されるのは、音程とノートオン/オフというごく基本的な信号のみで
す。言い換えれば、この2つの端子だけでは接続先のシンセサイザーのパラメーターまでは
コントロールできません。そのため、モジュラーシンセなどの音色エディットやコントロー
ルは、シンセ本体側で行う必要があります。

 ♪ KeyStep 37 mk2 で受信した MIDI ノートデータは、シーケンサーと本体のキーボードからの MIDI メッセージと
マージ (ミックス) されますので、MIDI と CV との間で信号経路が完全に分離されることはありません。

5.2. モジュレーション (Mod) 出力

Pitch CV 端子からは音程が、Gate 端子からはノートオン/オフの情報がそれぞれ出力されますが、Mod 1
と Mod 2 端子からは、音程とオン/オフに関連したそれ以外の情報を出力できます。

5.2.1. Mod 1 と Mod 2 端子の動作の仕組み

Mod 端子からは、KeyStep 37 mk2 にある情報ソースから1つを選択し、その情報から CV に変換された信
号を出力します。情報ソースにはベロシティ、アフタータッチ、モジュレーション・ストリップ、ランダ
ム、パルスがあります。Mod 端子を接続した機器の音量やフィルターのカットオフのコントロール、あ
るいはその他の機能のコントロールに使用できます。

KeyStep 37 mk2 のどの情報を出力するかは、エンコーダーを押して CV/Gate セクションで設定できま
す。Mod 1 Source と Mod 2 Source メニューでは、Velocity (ベロシティ)、Aftertouch (アフタータッ
チ)、Modulation Strip (モジュレーション・ストリップ)、Random (ランダム)、Pulse (パルス) から選択
できます。

5.3. 信号経路の設定

一般的には、ピッチ (CV) 出力は VCO (オシレーター) に、ゲート出力は VCA (アンプ) のトリガー入力に接
続します。Mod 出力は VCA か VCF (フィルター)、またはスプリッターやパッチベイを経由してその両方
に接続します。これらは最もよくある接続例ですが、CV/Gate を入力できる端子があればどのパラメータ
ーにも接続できます。
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5.4. CV Pitch/Gate/Mod の仕様

アナログシンセサイザーやモジュールには独自の仕様で設計されているものもあり、必ずしも KeyStep
37 mk2 の CV Pitch/Gate/Mod 端子から出力される信号と互換しているとは限りません。外部アナログ機
器をお買い求めの際は、KeyStep 37 mk2 の CV/Gate 規格に対応しているかどうかを必ずお確かめくださ
い。

KeyStep 37 mk2 は、可能な限りフレキシブルに使用できるように設計されていますので、CV Pitch/
Gate/Mod の各端子から出力される信号をさまざまな規格に設定することができます。

以下のセクションでは、KeyStep 37 mk2 の CV Pitch/Gate/Mod の各端子から出力できる信号の規格をご
紹介します。これらの規格は、エンコーダーを押して CV/Gate メニューから選択できます。

5.4.1. CV Pitch Format

CV Pitch には2つの規格があり、それぞれで CV の音域を設定できます：

• VoltOct：1ボルト/1オクターブ (0–10V)

◦ CV が 0V のときの MIDI ノート：C–2 – G8

• HertzVolt：Hz/V (最大12V)

◦ CV が 1V のときの MIDI ノート：C–2 – G8 (デフォルト：C0)

5.4.2. CV Pitch Reference

このリファレンス・パラメーターでは、CV が 0V のときの MIDI ノートを以下から選択できます：

• C–2、C–1、C0、C1、C2、C3

5.4.3. Legato Retrig - レガートトリガー

2つの音をレガート奏法 (前の音から指が完全に離れる前に2つ目の音を弾く奏法) で演奏したときのリト
リガー (再トリガー) 処理を以下から選択できます。

• Off：2つ目の音を弾いたときにトリガー信号を出力しません。そのため、最初の音との間に
ギャップが発生せず、最初の音のエンベロープのまま音程だけが2つ目の音に変わります。

• Retrig：2つ目の音を弾いたときにもトリガー信号を出力します。そのため、最初の音から
は独立した音として処理されます。

• Slide：最初の音から2つ目の音に向かって音程がベンドするように変化し、再トリガーはし
ません。
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5.4.4. Mod 1/2 Source

KeyStep 37 mk2 では、Mod 1 と Mod 2 端子から出力 CV のソースを設定できます。以下は、選択できる
ソースとそのパラメーターです。

• Velocity (ベロシティ)：Voltage Range、Curve Type
• Aftertouch (アフタータッチ)：Voltage Range、Curve Type
• Modulation Strip (モジュレーション・ストリップ)：Voltage Range、Curve Type
• Random (ランダム)：Voltage Range、Curve Type
• Pulse (パルス)：Voltage Range、Curve Type
• LFO：Waveform Type、Rate、Sync On/Off
• Envelope (エンベロープ)：Attack、Sustain、Release
• Cycling Envelope (サイクリング・エンベロープ)：Rise、Hold、Fall

Random は少々特殊なもので、CV/Gate 端子から新たな信号が出力されるたびに、0V から最大電圧まで
の間で一定の CV がランダムな電圧で出力されます。

Pulse は、CV/Gate 端子から新たな信号が出力されるたびに、2ms のパルス信号を出力します。

5.4.5. Mod 1/2 maximum voltage

外部機器との互換性を高めるために、CV 端子から出力される信号の最大電圧を 1–10V の間で設定できま
す。

5.4.6. Pitch Bend Range

このメニューでは、ピッチストリップで操作できるピッチベンドの幅を 1–24 半音 の範囲で設定できま
す。

5.4.7. Gate Format

KeyStep 37 mk2 から幅広いアナログ機器に接続できるように、Gate 端子から出力するゲート信号の規格
を以下から選択できます：

• S-trig
• V-trig 5V
• V-trig 12V

 ♪ S-trig はコルグの一部の機種と互換しています。V-trig は一般的なゲート信号の規格で、キーボードを弾いてい
ないとき (ノートオフ時) は 0V、キーボードを弾くと (ノートオン時) 5V または 12V のゲート信号を出力します。
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5.4.8. Wheel Vibrato

モジュレーション・ストリップ、またはアフタータッチを使用したときに LFO でピッチを変調する幅 (音
程の変化幅) を 0.0–12.0 半音 の範囲で設定します。

5.4.9. Vibrato Rate

モジュレーション・ストリップによるビブラートの周期を 0.3–10Hz の範囲で設定できます。
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6. SYNCHRONIZATION - 同期

KeyStep 37 mk2 は、さまざまな機器との同期演奏のマスターとしても、スレーブとしても使用できま
す。

6.1. KeyStep 37 mk2 を同期マスターとして使用する

デフォルトでは、KeyStep 37 mk2 は Auto に設定されています。これは、クロック信号を受信しているか
どうかでマスターにもスレーブにもなる設定です。

KeyStep 37 mk2 を同期演奏のマスターにするには、エンコーダーを押し、ディスプレイに Sync と表示
されるまでエンコーダーを回します。この状態でエンコーダーを押すと Sync メニューに入り、Clock
Source (クロックソース) が表示されるまでエンコーダーを回します。ここでエンコーダーを押し、
Internal または Auto が表示されるまでエンコーダーを回します。エンコーダーを押して選択を確定し、
ディスプレイに Arturia KeyStep と表示されるまで Back ボタンを数回押します。

この場合、次のことができます：

• KeyStep 37 mk2 のトランスポート・セクションでシーケンサーとアルペジエイターをコン
トロールできます。

• KeyStep 37 mk2 のリアパネルの MIDI アウトと USB ポートから MIDI クロックメッセージが
送信されます。

• リアパネルの Clock アウトからアナログのクロック信号が出力されます。クロック信号のタ
イプは、グローバル設定 (Global Settings) の Sync メニューで設定できます。

• テンポは、テンポボタンを数回タップする (タップテンポ) か、長押ししてテンポメニューを
開いて設定できます。

6.2. KeyStep 37 mk2 同期スレーブとして使用する

KeyStep 37 mk2 を外部からのクロック信号に同期させるには、エンコーダーを押してディスプレイに
Sync と表示されるまでエンコーダーを回します。ここでエンコーダーを押して Sync メニューに入り、
Clock Receive と表示されるまでエンコーダーを回します。ここでエンコーダーを押して、Internal、
USB、MIDI、Clock、Auto のいずれか (スレーブにする場合は Internal 以外) を選択し、エンコーダーを
押して選択を確定します。ディスプレイに Arturia KeyStep と表示されるまで Back ボタンを数回押しま
す。

スレーブモードの場合の動作は次のようになります：

• 外部からのクロック信号を受信/入力している間は、KeyStep 37 mk2 のテンポボタンで内蔵
シーケンサーやアルペジエイターのテンポをコントロールできません。

• KeyStep 37 mk2 のトランスポート・セクションの動作が少し特殊なものになります。シー
ケンサーやアルペジエイターのスタート/一時停止、ストップ、シーケンスのレコーディング
は使用できます。

• 受信/入力した外部からのクロック信号を、KeyStep 37 mk2 の3つのクロック出力 (USB、
MIDI、Clock) からそれぞれ変換して送信/出力し、接続した外部機器へクロック信号を送り
出せます。
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6.2.1. Clock Send

クロック信号を USB や MIDI、Sync の各端子から送信/出力するかどうかの設定は、グローバル設定
(Global Settings) にあります。エンコーダーを押し、Clock Send までエンコーダーを回します。このメ
ニューでオンまたはオフに切り替えることができます。

6.2.2. Sync In/Out types

KeyStep 37 mk2 のリアパネルには Sync In、Sync Out 端子があります。この端子で入出力するクロック
信号のタイプを設定するのが、このメニューです。

このメニューには、エンコーダーを押し、Sync までエンコーダーを回し、そこでエンコーダーを押しま
す。次に Clock Out Type と Clock In Type までエンコーダーを回し、そこでエンコーダーを押します。
これにより Sync In と Sync Out 端子で入出力するクロック信号のタイプを以下から選択できます。

• 1PPQ (4分音符ごとに1パルス)
• 4PPQ
• 24PPQ
• 48PPQ
• Korg

6.2.3. Transport Send On/Off

グローバル設定には、KeyStep 37 mk2 からスタートとストップコマンドを送信するかどうかを設定する
メニューがあります。Sync → Transport Send メニューに入ります。On に設定すると、MIDI スター
ト、ストップ、コンティニュー、ポーズ、ソングポジションポインタの各メッセージを USB ポートと
MIDI アウトから送信します。

6.2.4. Transport Receive On/Off

KeyStep 37 mk2 がスタートやストップコマンドを受信するかどうかも設定できます。これは Global
Settings → Sync → Transport Receive メニューで設定します。

Transport Receive を On に設定すると、外部からのスタートやストップコマンドで KeyStep 37 mk2 のシ
ーケンサーやアルペジエイターがそれらに反応します。Off の場合は、外部からのこうしたコマンドに対
して反応しません。
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6.2.5. Clock 端子

アナログのクロック信号を入出力するために KeyStep 37 mk2 と外部機器を接続する場合は、3.5mm
TRS (ミニステレオ) ケーブルを使用します。プラグのチップにクロック信号、リングにスタート/ストッ
プ信号がそれぞれ流れます。

外部機器とのクロック接続には TRS ケーブルを
ご使用ください
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7. MIDI CONTROL CENTER

MIDI Control Center は、KeyStep 37 mk2 のファームウェアアップデートや、KeyStep 37 mk2 の内部デ
ータをコンピュータとの間でやり取り (エクスポート/インポート) することができるアプリケーションで
す。MIDI Control Center は、ほとんどの Arturia 製品で使用できますので、すでに旧バージョンをお持ち
の方は KeyStep 37 mk2 に適合する新しいバージョンをダウンロードしてください。新バージョンでも他
の Arturia 製品と互換性があります。

MIDI Control Center には、KeyStep 37 mk2 で行った操作がすべて反映され、あらゆる操作が MIDI
Control Center の画面に表示されます。

これはつまり、KeyStep 37 mk2 本体で行えること (キーボード演奏以外) は、MIDI Control Center でも行
えるということです。

7.1. インストールとインストールされる場所

Arturia ウェブサイトからお使いのコンピュータの OS (macOS または Windows) に合った MIDI Control
Center のインストーラーをダウンロードしましたら、そのファイルをダブルクリックします。次に、イ
ンストールを開始して表示される指示に従って作業を進めるだけでインストールできます。この過程でト
ラブルが発生することはないはずです。

MIDI Control Center は、お持ちの他の Arturia アプリケーションと同じ場所 (フォルダ) にインストールさ
れます。Windows の場合、スタートメニューをチェックしてみてください。macOS の場合は、アプリケ
ーション/Arturia フォルダに MIDI Control Center がインストールされます。

MIDI Control Center はほとんどの Arturia 製品で使用できます
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7.2. 基本操作

まず、MIDI Control Center に KeyStep 37 mk2 を認識させます。MIDI Control Center の画面左上隅の
「DEVICE」の下に「KeyStep 37 mk2」と表示されていることをご確認ください。表示されない場合は、
そのプルダウンメニューから KeyStep 37 mk2 を選択してください。

7.2.1. Device: Firmware Revision

MIDI Control Center では、KeyStep 37 mk2 のファームウェアを最新バージョンにアップデートすること
ができます。現在のバージョン番号が小窓に表示されます。この番号が、現在お使いの KeyStep 37 mk2
のファームウェアバージョンです。

KeyStep 37 mk2 のバージョン番号を「本体上で」チェックするには、エンコーダーを押して Misc メニ
ューへ移動します。このメニューから Firmware Version にスクロールすると、MIDI Control Center に表
示されている番号と同じ番号が確認できるはずです。

MIDI Control Center のバージョン番号が表示されている小窓をクリックすると、FIrmware Upgrade (フ
ァームウェアアップグレード) というポップアップ画面が開きます。ここにも、現在のバージョン番号が
表示されます。

Upgrade をクリックすると、より新しいファームウェアバージョンのファイルをロードします。ファイ
ルの拡張子は「.ks2fw」です。そのファイルを選択すると、KeyStep 37 mk2 が新しいファームウェアバ
ージョンにアップグレードされます。このとき、気が変わってアップグレードをキャンセルすることもで
きます。
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7.2.2. Device Projects

MIDI Control Center の画面左側には、プロジェクトのリストが表示されます。インストールしたばかり
の状態では、リストにはプロジェクトが1つしかありません。

リストからプロジェクトを1つ選択すると、MIDI Control Center が KeyStep 37 mk2 の内部メモリーから
それを呼び出し、プロジェクトブラウザ画面のユーザープロジェクト (User Project) エリアにそれを表示
します。詳しくは、次のセクション「設定を更新する」をご覧ください。

デバイスプロジェクトのリストでより多くのプロジェクトを表示するには、マウスカーソルをデバイスプ
ロジェクト画面の端に合わせ、カーソルが二重矢印ポインタに代わるまで待ちます。その後、画面のサイ
ズ変更ボタンをクリックしてドラッグします。

7.2.3. 設定を更新する

MIDI Control Center が KeyStep 37 mk2 と接続している場合、MIDI Control Center でグローバル設定を
変更すると、その情報が KeyStep 37 mk2 へ瞬時に送信されます。

自動更新機能を有効にするには、KeyStep 37 mk2 がエディットモードに入っていない状態で、かつ、シ
ーケンサーもアルペジエイターも演奏していない状態にします。このとき、KeyStep 37 mk2 のディスプ
レイには「Arturia KeyStep」またはシーケンサーかアルペジエイターの情報が表示されています。

一方、KeyStep 37 mk2 本体上で設定を更新 (変更) しても、MIDI Control Center に自動的には設定が更新
されません。

7.2.4. シーケンサーパターンのバンクを送受信する

Store To と Recall From ボタンは、シーケンサーパターンのバンクを KeyStep 37 mk2 とコンピュータと
の間でやり取りするときに使用します。このとき、送信または受信の経過を示すプログレスバーが表示さ
れます。

 ♪ KeyStep 37 mk2 がシーケンサーパターンやアルペジオを演奏しているときは、Store To によるデータ転送はで
きません。
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7.2.5. 工場出荷時のシーケンサーパターンに戻す

MIDI Control Center で Factory Templates を選択することで工場出荷時のシーケンサーパターンに戻す
ことができ、KeyStep 37 mk2 に任意の数のデフォルトのパターンを転送できます。

7.3. プロジェクトブラウザ

プロジェクトブラウザには、MIDI Control Center を使用して作成したすべてのプロジェクトがリスト表
示されます。プロジェクトは、Factory Templates (ファクトリーテンプレート) と User Templates (ユ
ーザーテンプレート) の2グループに大別されます。

ユーザーテンプレートは、MIDI Control Center を使用して KeyStep 37 mk2 から取り込んだデータです。
詳しくは後続の各セクションをご覧ください。

MIDI Control Center 内のテンプレートは、KeyStep 37 mk2 本体内のプロジェクトと同じデータ構成にな
っています。この中には、プロジェクト単位の設定、コントロールモードの設定のほか、4バンクx16パ
ターンのすべてのシーケンサーパターンが入っています。

7.3.1. MIDI Control Center でパターンをコピーする

MIDI Control Center では、同一バンク内 (バンク1、バンク2、バンク3、バンク4) でのパターンの移動が
できます。パターン (1–16) のタブを別の位置 (1–16) へドラッグするだけで移動できます。

7.3.2. プロジェクトライブラリーを構築する

ユーザーテンプレートのエリアでは、プロジェクトのライブラリーを無限に構築することができます。プ
ロジェクトをプロジェクトブラウザ画面にドラッグするだけで、そのデータが KeyStep 37 mk2 から自動
的に転送されます。転送後、そのプロジェクトに名前をつけることができます。
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7.3.3. テンプレートをエディットする

テンプレートに変更を加えたいときは、そのテンプレートをプロジェクトブラウザからデバイスプロジェ
クトのエリアにドラッグします。この操作でそのテンプレートのデータが KeyStep 37 mk2 の内部メモリ
ーのプロジェクトの位置に直接転送されます。

 ♪ この操作を行うと、KeyStep 37 mk2 の内部メモリーのプロジェクトを上書きしますので、操作を行っても良い
かどうかを事前に必ずご確認ください。

7.3.4. テンプレートのユーティリティ

新規作成や保存などの機能ボタンが画面左下にあり、プロジェクトの管理に便利です。

7.3.4.1. Save/Save As...

Save と Save As… ボタンは、エディットしたテンプレートを保存したり、バックアップ用として複製す
るときに使用します。保存したり複製したファイルは、プロジェクトブラウザ画面にアルファベット順で
表示されます。

7.3.4.2. New/Delete

New と Delete ボタンは、デフォルト状態のテンプレートを新規作成するとき (New) や、不要なテンプレ
ートを削除する (Delete) ときに使用します。Delete ボタンを使用すると、そのテンプレートがプロジェ
クトブラウザ画面から削除されます。

7.3.5. シーケンサーパターンのバックアップを作成する

定期的に KeyStep 37 mk2 のバックアップを作成されることをお勧めします。バックアップ作成は簡単か
つ完全無料で、将来起こり得る悲劇を未然に防ぐことができます。バックアップを作成するには、
Export ボタンを使用し、バックアップしたシーケンサーパターンを KeyStep 37 mk2 に戻すときには
Import ボタンを使用します。
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7.3.6. ライブラリーを構築する

プロジェクトブラウザのユーザーテンプレート (User Templates) タブ内で、シーケンサーパターンのラ
イブラリーを無限に構築することができます。

場所を問わず、コンピュータがあろうとなかろうと、好きなだけシーケンサーパターンを作成できます。
その後、MIDI Control Center を使用するときに、プロジェクトブラウザの Export ボタンをクリックする
と、KeyStep 37 mk2 からシーケンサーパターンのデータをコンピュータに転送して保存します。

7.3.6.1. Import/Export

この2つのボタンは、他の KeyStep 37 mk2 ユーザーとテンプレートをシェアするときなどに便利です。
Export ボタンを使用すると、テンプレートをファイルとしてコンピュータに保存します。このとき、機
種名を拡張子としたファイルが作成され、KeyStep 37 mk2 の場合は「.keystep」の拡張子が付きます。

♪ テンプレート・ユーティリティの Import/Export ボタンの動作は、デバイス設定 (Device Settings) タブの右上に
ある Export/Import の動作とは異なります。デバイス設定での動作につきましては、後述のセクション「デバイス設
定ページ [p.74]」をご覧ください。

7.4. シーケンサー設定ページ

MIDI Control Center を初めて使用するとき、画面右側にシーケンサー設定ページ (Sequecer Settings) が
開きます。このページは、64種類のシーケンサーパターンそれぞれの設定をわかりやすく表示するもので
す。
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このページの最上部には、シーケンサーパターンのバンクを選択できる Bank 1–4 のボタンがあり、その
下にはバンク内のシーケンサーパターンを選択する 1–16 のタブが並んでいます。

7.4.1. シーケンサーパターンの設定を呼び出す

各シーケンサーパターンには、スケールやテンポ、ゲートタイム、スウィングなどの設定があります。
KeyStep 37 mk2 本体では、こうした設定がさまざまなメニュー内に散在しています。一方、MIDI
Control Center では設定内容をシーケンサー設定ページで一覧でき、非常に便利です。

Recall From ボタンをクリックすると、KeyStep 37 mk2 内にある情報が MIDI Control Center に転送され
ます。MIDI Control Center の画面に表示される内容は、KeyStep 37 mk2 の内容のコピーです。

7.4.2. MIDI Control Center でシーケンサーパターンの設定を変更する

場合によっては、シーケンサーパターンの設定はコンピュータ側でエディットしたほうが簡単なこともあ
ります。MIDI Control Center で設定を変更した後は、Store To ボタンをクリックしてその内容を
KeyStep 37 mk2 へ送り込むことができます。

MIDI Control Center では、以下のパラメーターへ簡単にアクセスできます。

• Timing：テンポ、スウィング、タイムディビジョンの設定
• Seq Settings：ゲート、スパイス、パターンの長さの設定
• Pattern Scale：スケールとルート音の設定
• Pattern Chord：プリセット、スプレッド、ストラム (非同期)、ストラム (同期)、ストラム

のタイプ、ボイシングの設定
• Program Change：バンク MSB、バンク LSB、プログラムチェンジの設定
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7.5. Device Settings page - デバイス設定ページ

Arturia 製品が MIDI Control Center と接続すると、その製品の設定をコンピュータに読み込みます。

MIDI Control Center の画面右上隅にある「DEVICE SETTINGS」をクリックすると、デバイス設定ページ
(Device Settings) が開きます。ここでは、KeyStep 37 mk2 のグローバル設定を一覧できます。

 ♪ このページは表示される情報量が多いため、すべての設定をご覧になる際は、画面を下へスクロールしてくださ
い。

Sequencer Settings (シーケンサー設定ページ) に戻るには、画面最上部左側にある Bank 1–4 ボタンの
いずれかをクリックします。

7.5.1. デバイス設定をインポート/エクスポートする

デバイス設定 (Device Settings) タブを開いているときは、タブの下部に Import と Export のボタンがあ
ります。この2つは、デバイス設定が入ったファイルを KeyStep 37 mk2 本体とやり取りするときに使用
します。

この2つのボタンは、テンプレート・ユーティリティにある Import/Export ボタンとは機能が異なりま
す。テンプレート・ユーティリティの Import/Export ボタンは、プロジェクトタブの設定とシーケンサー
パターンやユーザーアルペジオなどのテンプレートデータを含むファイルを作成するために使用します。

デバイス設定のファイルには、MIDI Control Center に接続した Arturia 製品名にちなんだ拡張子が付きま
す。KeyStep 37 mk2 の場合は「.keystep_ds」の拡張子が付きます。他の KeyStep 37 mk2 ユーザーとデ
バイス設定のファイルをシェアしたり、さまざまな機材セットや、ライブ、レコーディングなどのプロジ
ェクトに応じて KeyStep 37 mk2 のデバイス設定を使い分けるためにライブラリーを構築したいときなど
に便利です。
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7.6. KeyStep 37 mk2 のデバイス設定をエクスポートする

KeyStep 37 mk2 本体からコンピュータにデバイス設定をエクスポート (ファイル書き出し) するには、
Export ボタンをクリックします。次にファイルを保存する場所を指定し、表示される指示に従ってデバ
イス設定のファイルを保存します。このとき、ファイルに名前をつけて保存する画面が開きます。保存さ
れたファイルには「.keystep_ds」の拡張子が付きます。

7.6.1. KeyStep 37 mk2 にデバイス設定をインポートする

コンピュータから KeyStep 37 mk2 本体にデバイス設定をインポート (ファイル読み込み) するには、
Import ボタンをクリックします。次にインポートしたいファイルの場所を指定し、表示される指示に従
ってデバイス設定ファイルをインポートします。

デバイス設定のファイルを MIDI Control Center にインポートすると、同時にその内容が KeyStep 37 mk2
本体にも転送されます。

デバイス設定ページには、KeyStep 37 mk2 の以下のグローバル設定の内容が表示されます。

• MIDI：送信チャンネル、受信チャンネル、キーボード演奏チャンネル、プログラムチェンジ
の送信、Mod ホイールの MIDI CC 送信設定

• CC Bank 1–4：各バンク (A–D) でのノブ 1–4 の MIDI CC ナンバー
• Sync：クロック信号の送受信設定、トランスポートコントロールの送受信設定、送受信す

るクロックのタイプ設定
• Seq：リアルタイムレコーディング時のプリカウントとクオンタイズ設定、オートメーショ

ンの録音設定、パターンのテンポの使用設定、ウェイト・トゥ・ロード (Wait to Load) の設
定

• CV Pitch：ピッチ CV の規格設定、基準ピッチ設定、ピッチベンドレンジ、Mod ストリップ
のビブラート設定、ビブラートの周期設定

• CV Gate：ゲート信号の規格設定、ゲート信号のリトリガー設定
• CV Mod：Mod 1 のソース、Mod 2 のソース、Mod 1 の最大電圧、Mod 2 の最大電圧、Mod

1 のカーブ、Mod 2 のカーブ
• Controls：ベロシティカーブ、アフタータッチカーブ、アフタータッチの感度、ペダル端子

の設定、サステインペダルの極性設定
• Scale：グローバルスケールの選択、ルート音設定
• Misc：LED の明るさ、ツールチップの設定
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8. 規制関連情報

8.1. アメリカ合衆国

警告：本製品を改造しないでください！

Arturia による明示的な承認がない本製品のいかなる改造やその他の変更を行った場合、本製品を使用す
るユーザーの権利が失効することがあります。

重要：本製品を周辺機器や他の製品に接続する際は、高品質なシールドケーブルのみをご使用ください。
本製品に付属のケーブルを必ずご使用ください。また、すべての設置手順に従ってください。

本製品は、FCC 規則パート15の規定に準拠しています。本製品のご使用には、以下の2つの条件、(1) 本
製品は有害な干渉を引き起こさないこと、(2) 本製品は、望ましくない動作を引き起こす可能性のある干
渉を含め、受信したあらゆる干渉を受け入れなければならないこと、が適用されます。

注意：本製品は、FCC 規則パート15の規定に基づき、クラス B デジタル機器の規制値に適合しているこ
とが試験により確認されています。これらの規制値は、住宅環境における有害な干渉から適切に保護する
ために設定されています。本製品は、無線周波数エネルギーを発生、使用し、放射する可能性がありま
す。取扱説明書に従って設置、使用しない場合、無線通信に有害な干渉を引き起こすおそれがあります。
ただし、特定の設置環境において干渉が発生しないという保証はありません。本製品がラジオやテレビの
受信に有害な干渉を引き起こしている場合 (これは本製品の電源をオフにしてからオンにすることで確認
できます)、以下の対策のいずれか、または複数を試して干渉を解消することをお勧めします：
受信アンテナの位置を変更する、またはアンテナの向きを変える。 本製品と干渉の影響を受けている機
器との距離を広げる。 本製品と干渉の影響を受けている機器のコンセントを別の系統に分ける。
これらの対処法で問題が解決しない場合は、お買い上げの販売店または Arturia までお問い合わせくださ
い。

上記の記載は、アメリカ合衆国で販売されている製品にのみ適用されます。

8.2. カナダ

本製品は、カナダの ICES-003 規格に準拠したクラス B デジタル機器です。本製品のご使用には以下の2
つの条件、(1) 本製品は干渉を引き起こさないこと、(2) 本製品は、本製品の正常な動作を妨げる可能性の
ある干渉を含め、あらゆる干渉を受け入れなければならないこと、が適用されます。

Cet appareil numérique de la classe B est conforme à la norme NMB-003 du Canada. L'exploitation
est autorisée aux deux conditions suivantes : (1) l'appareil ne doit pas produire de brouillage, et (2)
l'utilisateur de l'appareil doit accepter tout brouillage radioélectrique subi, même si le brouillage est
susceptible d'en compromettre le fonctionnement. EUROPE

本製品は、電磁両立性に関する欧州指令 2014/30/EU の要件に準拠しています。

本製品を処分する際は、電気・電子機器廃棄物のリサイクル指定回収場所に持ち込んで処分してくださ
い。

本製品は、住宅環境 (クラス B) での使用を目的としたものです。

8.3. オーストラリア

本製品は、電磁両立性 (EMC) を含む、オーストラリア通信メディア庁 (ACMA) の適用される規制要件に準
拠しています。本製品は、住宅環境 (クラス B) での使用を目的としています。
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9. ソフトウェア・ライセンス契約

ライセンシー料 (お客様が支払ったアートリア製品代金の一部) により、アートリア社はライセンサーとし
てお客様 (以下「ライセンシー」) に本ソフトウェア (以下「ソフトウェア」) のコピーを使用する非独占
的な権利を付与いたします。

ソフトウェアのすべての知的所有権は、アートリア社 (以下「アートリア」) に帰属します。アートリア
は、本契約に示す契約の条件に従ってソフトウェアをコピー、ダウンロード、インストールをし、使用す
ることを許諾します。

本製品は不正コピーからの保護を目的としプロダクト・アクティベーションを含みます。OEM ソフトウ
ェアの使用はレジストレーション完了後にのみ可能となります。

インターネット接続は、アクティベーション処理を行っている間に必要となります。ソフトウェアのエン
ドユーザーによる使用の契約条件は下記の通りとなります。ソフトウェアをコンピューター上にインスト
ールすることによってこれらの条件に同意したものとみなします。慎重に以下の各条項をお読みくださ
い。これらの条件を承認できない場合にはソフトウェアのインストールを行わないでください。この場
合、本製品 (すべての書類、ハードウェアを含む破損していないパッケージ) を、購入日から30日以内にご
購入いただいた販売店へ返品して払い戻しを受けてください。

1. ソフトウェアの所有権 ライセンシーは、ソフトウェアが記録またはインストールされた媒体の所有権
を有します。アートリアはディスクに記録されたソフトウェアならびに複製に伴って存在するいかなるメ
ディア及び形式で記録されるソフトウェアのすべての所有権を有します。この許諾契約ではオリジナルの
ソフトウェアそのものを販売するものではありません。

2. 譲渡の制限 ライセンシーは、ソフトウェアを譲渡、レンタル、リース、転売、サブライセンス、貸与
などの行為を、アートリアへの書面による許諾無しに行うことは出来ません。また、譲渡等によってソフ
トウェアを取得した場合も、この契約の条件と権限に従うことになります。本ソフトウェアをネットワー
ク上で使用することは、同時期に複数のプログラムが使用される可能性がある場合、違法となります。ラ
イセンシーは、本ソフトウェアのバックアップコピーを作成する権利がありますが、保存目的以外に使
用することはできません。本契約で指定され、制限された権限以外のソフトウェアの使用にかかる権利や
興味を持たないものとします。アートリアは、ソフトウェアの使用に関して全ての権利を与えていないも
のとします。

3. ソフトウェアのアクティベーション アートリアは、ソフトウェアの違法コピーからソフトウェアを保
護するためのライセンス・コントロールとして OEM ソフトウェアによる強制アクティベーションと強制
レジストレーションを使用する場合があります。本契約の条項、条件に同意しない限りソフトウェアは動
作しません。このような場合には、ソフトウェアを含む製品は、正当な理由があれば、購入後30日以内
であれば返金される場合があります。本条項11に関連する主張は適用されません。

4. 製品登録後のサポート、アップグレード、レジストレーション、アップデート 製品登録後は、以下の
サポート・アップグレード、アップデートを受けることができます。新バージョン発表後1年間は、新バ
ージョンおよび前バージョンのみサポートを提供します。アートリアは、サポート (ホットライン、ウェ
ブでのフォーラムなど) の体制や方法をアップデート、アップグレードのためにいつでも変更し、部分
的、または完全に改正することができます。製品登録は、アクティベーション・プロセス中、または後に
インターネットを介していつでも行うことができます。このプロセスにおいて、上記の指定された目的の
ために個人データの保管、及び使用 (氏名、住所、メール・アドレス、ライセンス・データなど) に同意
するよう求められます。アートリアは、サポートの目的、アップグレードの検証のために特定の代理店、
またはこれらの従事する第三者にこれらのデータを転送する場合があります。

5. 使用の制限 ソフトウェアは通常、数種類のファイルでソフトウェアの全機能が動作する構成になって
います。ソフトウェアは単体で使用できる場合もあります。また、複数のファイル等で構成されている場
合、必ずしもそのすべてを使用したりインストールしたりする必要はありません。ライセンシーは、ソフ
トウェアおよびその付随物を何らかの方法で改ざんすることはできません。また、その結果として新たな
製品とすることもできません。再配布や転売を目的としてソフトウェアそのものおよびその構成を改ざん
するすることはできません。
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6. 権利の譲渡と著作権 ライセンシーは、本ソフトウェアを使用するすべての権利を他の人に譲渡するこ
とができます。以下の条件を満たすことを条件とします。(a) ライセンシーは、他の人に以下を譲渡しま
す。(i) 本契約および (ii) 本ソフトウェアとともに提供され、同梱され、またはプリインストールされたソ
フトウェアまたはハードウェア、本ソフトウェアに関するアップデートまたはアップグレードの権利を
付与したすべてのコピー、アップグレード、アップデート、バックアップコピーおよび旧バージョンを含
む。(b) ライセンシーが本ソフトウェアのアップグレード、アップデート、バックアップコピーおよび旧
バージョンを保持していないこと。(c) 受領者が、本契約の条件およびライセンシーが有効なソフトウェ
アライセンスを取得した際のその他の規定に同意していること。ソフトウェアライセンス 本契約の条件
に同意されなかったことによる製品の返品。本契約の条件に同意しなかったことによる製品の返却（製品
のアクティベーションなど）は、権利譲渡後はできません。権利を譲渡した場合、製品の返却はできませ
ん。また、ソフトウェア及びマニュアル、パッケージなどの付随物には著作権があります。ソフトウェア
の改ざん、統合、合併などを含む不正な複製と、付随物の複製は固く禁じます。このような不法複製がも
たらす著作権侵害等のすべての責任は、ライセンシーが負うものとします。

7. アップグレードとアップデート ソフトウェアのアップグレード、およびアップデートを行う場合、当
該ソフトウェアの旧バージョンまたは下位バージョンの有効なライセンスを所有している必要がありま
す。第三者にこのソフトウェアの前バージョンや下位バージョンを譲渡した場合、ソフトウェアのアップ
グレード、アップデートを行う権利を失効するものとします。アップグレードおよび最新版の取得は、ソ
フトウェアの新たな権利を授けるものではありません。前バージョンおよび下位バージョンのサポートの
権利は、最新版のインストールを行った時点で失効するものとします。

8. 限定保証 アートリアは、通常の使用下において、購入日より30日間、ソフトウェアが記録されたディ
スクに瑕疵がないことを保証します。購入日については、領収書の日付をもって購入日の証明といたしま
す。ソフトウェアのすべての黙示保証についても、購入日より30日間に制限されます。黙示の保証の存続
期間に関する制限が認められない地域においては、上記の制限事項が適用されない場合があります。アー
トリアは、すべてのプログラムおよび付随物が述べる内容について、いかなる場合も保証しません。プロ
グラムの性能、品質によるすべての危険性はライセンシーのみが負担します。プログラムに瑕疵があると
判明した場合、ライセンシーが、すべてのサービス、修理または修正に要する全費用を負担します。

9. 賠償 アートリアが提供する補償はアートリアの選択により (a) 購入代金の返金 (b) ディスクの交換のい
ずれかになります。ライセンシーがこの補償を受けるためには、アートリアにソフトウェア購入時の領収
書をそえて商品を返却するものとします。この補償はソフトウェアの悪用、改ざん、誤用または事故に起
因する場合には無効となります。交換されたソフトウェアの補償期間は、最初のソフトウェアの補償期間
か30日間のどちらか長いほうになります。

10. その他の保証の免責 上記の保証はその他すべての保証に代わるもので、黙示の保証および商品性、特
定の目的についての適合性を含み、これに限られません。アートリアまたは販売代理店等の代表者または
スタッフによる、口頭もしくは書面による情報または助言の一切は、新たな保証を行なったり、保証の範
囲を広げるものではありません。

11. 付随する損害賠償の制限 アートリアは、この商品の使用または使用不可に起因する直接的および間接
的な損害 (業務の中断、損失、その他の商業的損害なども含む) について、アートリアが当該損害を示唆し
ていた場合においても、一切の責任を負いません。地域により、黙示保証期間の限定、間接的または付随
的損害に対する責任の排除について認めていない場合があり、上記の限定保証が適用されない場合があり
ます。本限定保証は、ライセンシーに特別な法的権利を付与するものですが、地域によりその他の権利も
行使することができます。
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